
(57)【要約】

【課題】　自動ブレーキ制御中におけるブレーキ操作（

ブレーキオーバーライド）がなされた場合において違和

感の少ないブレーキフィーリングを得ること。

【解決手段】　この自動ブレーキ制御装置は、マスタシ

リンダから吐出されたブレーキ液を吸収可能なリザーバ

と、同リザーバ内へのブレーキ液の導入を許容・禁止可

能なカット弁とを備えた自動ブレーキ装置に適用される

。この装置は、自動ブレーキ制御中においてカット弁を

開状態とする。これにより、ブレーキオーバーライド時

、ブレーキペダルストロークStに応じてマスタシリンダ

から吐出されるブレーキ液がリザーバの最大容量分（値

S2，S3に相当）だけ同リザーバ内に吸収される。よって

、ブレーキオーバーライド時におけるブレーキペダルス

トロークStとホイールシリンダ液圧Pwとの関係（破線Ｂ

等）を、自動ブレーキ制御が実行されていない場合の関

係（実線Ａ）に近づけることができる。

【選択図】　図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 運 転 者 に よ る ブ レ ー キ 操 作 部 材 の 操 作 と は 独 立 し て 、 同 ブ レ ー キ 操 作 部 材 の 操 作 に 応 じ
て 発 生 す る マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 よ り も 高 い ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 を 発 生 さ せ る た め の 加 圧
用 液 圧 を 発 生 可 能 な 加 圧 手 段 と 、
　 前 記 加 圧 手 段 に よ る 前 記 加 圧 用 液 圧 を 利 用 し て 前 記 マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 に 対 す る 加 圧 量
を 調 整 可 能 な 調 圧 手 段 と 、
　 前 記 加 圧 手 段 、 及 び 前 記 調 圧 手 段 を 制 御 す る こ と に よ り 発 生 す る 、 前 記 マ ス タ シ リ ン ダ
液 圧 に 前 記 加 圧 量 を 加 え た 液 圧 を 利 用 し て 、 前 記 運 転 者 に よ る 前 記 ブ レ ー キ 操 作 部 材 の 操
作 と は 独 立 し て 前 記 ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 を 自 動 制 御 す る 自 動 ブ レ ー キ 制 御 を 実 行 す る 自
動 ブ レ ー キ 制 御 手 段 と 、
　 を 備 え た 自 動 ブ レ ー キ 装 置 に 適 用 さ れ る 自 動 ブ レ ー キ 制 御 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 自 動 ブ レ ー キ 制 御 手 段 に よ り 前 記 自 動 ブ レ ー キ 制 御 が 実 行 さ れ て い る 場 合 、 前 記 運
転 者 に よ る 前 記 ブ レ ー キ 操 作 部 材 の 操 作 ス ト ロ ー ク と 前 記 ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 と の 関 係
を 前 記 自 動 ブ レ ー キ 制 御 が 実 行 さ れ て い な い 場 合 に お け る 同 ブ レ ー キ 操 作 部 材 の 操 作 ス ト
ロ ー ク と 同 ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 と の 関 係 に 近 づ け る た め の 特 定 処 理 を 実 行 す る 特 定 処 理
実 行 手 段 を 備 え た 自 動 ブ レ ー キ 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 自 動 ブ レ ー キ 制 御 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 自 動 ブ レ ー キ 装 置 は 、
　 マ ス タ シ リ ン ダ か ら 吐 出 さ れ た 前 記 マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 を 有 す る ブ レ ー キ 液 を 吸 収 可 能
な リ ザ ー バ と 、
　 前 記 マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 を 有 す る ブ レ ー キ 液 の 前 記 リ ザ ー バ 内 へ の 導 入 を 許 容 ・ 禁 止 可
能 な 電 磁 弁 と を 更 に 備 え 、
　 前 記 特 定 処 理 実 行 手 段 は 、
　 前 記 自 動 ブ レ ー キ 制 御 が 実 行 さ れ て い な い 場 合 、 前 記 マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 を 有 す る ブ レ
ー キ 液 の 前 記 リ ザ ー バ 内 へ の 導 入 が 禁 止 さ れ る よ う に 前 記 電 磁 弁 を 制 御 し 、 同 自 動 ブ レ ー
キ 制 御 が 実 行 さ れ て い る 場 合 、 前 記 特 定 処 理 と し て 同 ブ レ ー キ 液 の 同 リ ザ ー バ 内 へ の 導 入
が 許 容 さ れ る よ う に 同 電 磁 弁 を 制 御 す る よ う 構 成 さ れ た 自 動 ブ レ ー キ 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 自 動 ブ レ ー キ 制 御 装 置 に お い て 、
　 前 記 リ ザ ー バ は 、 同 リ ザ ー バ 内 に 吸 収 さ れ た ブ レ ー キ 液 量 の 増 加 に 応 じ て 同 リ ザ ー バ 内
の ブ レ ー キ 液 圧 を 増 大 さ せ る 液 圧 調 整 機 構 を 備 え た 自 動 ブ レ ー キ 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 自 動 ブ レ ー キ 制 御 装 置 に お い て 、
　 前 記 液 圧 調 整 機 構 は 、 前 記 リ ザ ー バ 内 の ブ レ ー キ 液 圧 に 応 じ た 力 を 受 け る 弾 性 部 材 の 弾
性 力 を 利 用 し て 構 成 さ れ て い る 自 動 ブ レ ー キ 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ２ 乃 至 請 求 項 ４ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 自 動 ブ レ ー キ 制 御 装 置 に お い て 、
　 前 記 自 動 ブ レ ー キ 装 置 は 、 ２ 系 統 の ブ レ ー キ 液 圧 回 路 を 備 え る と と も に 前 記 リ ザ ー バ と
前 記 電 磁 弁 と を 系 統 毎 に 備 え 、
前 記 特 定 処 理 実 行 手 段 は 、
　 前 記 自 動 ブ レ ー キ 制 御 が 実 行 さ れ て い な い 場 合 、 前 記 マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 を 有 す る ブ レ
ー キ 液 の 対 応 す る 前 記 リ ザ ー バ 内 へ の 導 入 が 禁 止 さ れ る よ う に 前 記 ２ 系 統 の 電 磁 弁 を そ れ
ぞ れ 制 御 す る と と も に 、
　 前 記 自 動 ブ レ ー キ 制 御 が 実 行 さ れ て い る 場 合 、 前 記 マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 を 有 す る ブ レ ー
キ 液 の 対 応 す る 前 記 リ ザ ー バ 内 へ の 導 入 が 許 容 さ れ る よ う に 一 方 の 前 記 電 磁 弁 を 常 に 制 御
し 、 前 記 運 転 者 に よ る 前 記 ブ レ ー キ 操 作 部 材 の 操 作 が 開 始 さ れ た 時 点 で の 前 記 ホ イ ー ル シ
リ ン ダ 液 圧 が 大 気 圧 よ り も 高 い 所 定 液 圧 以 上 に な っ て い た 場 合 に の み 同 ブ レ ー キ 液 の 対 応
す る 前 記 リ ザ ー バ 内 へ の 導 入 が 許 容 さ れ る よ う に 他 方 の 前 記 電 磁 弁 を 制 御 す る よ う 構 成 さ
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れ た 自 動 ブ レ ー キ 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 自 動 ブ レ ー キ 制 御 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 自 動 ブ レ ー キ 装 置 は 、
　 前 記 ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 を 前 記 マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 に 前 記 加 圧 量 を 加 え た 液 圧 よ り も
低 い 液 圧 に 調 整 す る た め の 減 圧 弁 を 更 に 備 え る と と も に 、
　 前 記 運 転 者 に よ る 前 記 ブ レ ー キ 操 作 部 材 の 操 作 ス ト ロ ー ク を 取 得 す る ス ト ロ ー ク 取 得 手
段 と 、
　 前 記 自 動 ブ レ ー キ 制 御 が 実 行 さ れ て い る 場 合 、 前 記 自 動 ブ レ ー キ 制 御 が 実 行 さ れ て い な
い 場 合 に お け る 前 記 運 転 者 に よ る 前 記 ブ レ ー キ 操 作 部 材 の 操 作 ス ト ロ ー ク と 前 記 ホ イ ー ル
シ リ ン ダ 液 圧 と の 関 係 に 少 な く と も 基 づ い て 同 ブ レ ー キ 操 作 部 材 の 操 作 ス ト ロ ー ク と 同 ホ
イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 と の 関 係 の 目 標 を 決 定 す る 目 標 決 定 手 段 と 、
　 を 更 に 備 え 、
　 前 記 特 定 処 理 実 行 手 段 は 、
　 前 記 自 動 ブ レ ー キ 制 御 が 実 行 さ れ て い る 場 合 で あ っ て 前 記 運 転 者 に よ る 前 記 ブ レ ー キ 操
作 部 材 の 操 作 が な さ れ て い る 場 合 、 前 記 取 得 さ れ た 操 作 ス ト ロ ー ク と 、 前 記 決 定 さ れ た 関
係 の 目 標 と か ら 前 記 ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 の 目 標 値 を 決 定 す る と と も に 、 前 記 ホ イ ー ル シ
リ ン ダ 液 圧 が 同 目 標 値 に 一 致 す る よ う に 、 前 記 特 定 処 理 と し て 前 記 減 圧 弁 を 制 御 す る よ う
構 成 さ れ た 自 動 ブ レ ー キ 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 運 転 者 に よ る ブ レ ー キ 操 作 部 材 の 操 作 と は 独 立 し て 、 同 ブ レ ー キ 操 作 部 材 の 操 作 に 応 じ
て 発 生 す る マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 よ り も 高 い ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 を 発 生 さ せ る た め の 加 圧
用 液 圧 を 発 生 可 能 な 加 圧 手 段 と 、
　 前 記 加 圧 手 段 に よ る 前 記 加 圧 用 液 圧 を 利 用 し て 前 記 マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 に 対 す る 加 圧 量
を 調 整 可 能 な 調 圧 手 段 と 、
　 を 備 え た 自 動 ブ レ ー キ 装 置 に 適 用 さ れ る 自 動 ブ レ ー キ 制 御 用 プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、
　 前 記 加 圧 手 段 、 及 び 前 記 調 圧 手 段 を 制 御 す る こ と に よ り 発 生 す る 、 前 記 マ ス タ シ リ ン ダ
液 圧 に 前 記 加 圧 量 を 加 え た 液 圧 を 利 用 し て 、 前 記 運 転 者 に よ る 前 記 ブ レ ー キ 操 作 部 材 の 操
作 と は 独 立 し て 前 記 ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 を 自 動 制 御 す る 自 動 ブ レ ー キ 制 御 を 実 行 す る 自
動 ブ レ ー キ 制 御 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 自 動 ブ レ ー キ 制 御 手 段 に よ り 前 記 自 動 ブ レ ー キ 制 御 が 実 行 さ れ て い る 場 合 、 前 記 運
転 者 に よ る 前 記 ブ レ ー キ 操 作 部 材 の 操 作 ス ト ロ ー ク と 前 記 ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 と の 関 係
を 前 記 自 動 ブ レ ー キ 制 御 が 実 行 さ れ て い な い 場 合 に お け る 同 ブ レ ー キ 操 作 部 材 の 操 作 ス ト
ロ ー ク と 同 ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 と の 関 係 に 近 づ け る た め の 特 定 処 理 を 実 行 す る 特 定 処 理
実 行 ス テ ッ プ と 、
　 を 備 え た 自 動 ブ レ ー キ 制 御 用 プ ロ グ ラ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 自 動 ブ レ ー キ 装 置 を 制 御 す る た め の 自 動 ブ レ ー キ 制 御 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 運 転 者 に よ る ブ レ ー キ ペ ダ ル 等 の ブ レ ー キ 操 作 部 材 の 操 作 と は 独 立 し て ホ イ
ー ル シ リ ン ダ 液 圧 を 自 動 制 御 す る 自 動 ブ レ ー キ 装 置 が 広 く 知 ら れ て い る 。 例 え ば 、 下 記 特
許 文 献 １ に 記 載 の 自 動 ブ レ ー キ 装 置 は 、 運 転 者 に よ る ブ レ ー キ 操 作 部 材 の 操 作 と は 独 立 し
て 、 同 ブ レ ー キ 操 作 部 材 の 操 作 に 応 じ て 発 生 す る マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 よ り も 高 い ホ イ ー ル
シ リ ン ダ 液 圧 を 発 生 さ せ る た め の 加 圧 用 液 圧 を 発 生 可 能 な 液 圧 ポ ン プ と 、 上 記 液 圧 ポ ン プ
に よ る 加 圧 用 液 圧 を 利 用 し て マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 に 対 す る 加 圧 量 を 調 整 可 能 な 常 開 リ ニ ア
電 磁 弁 と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 こ の 装 置 は 、 例 え ば 、 こ の 装 置 を 搭 載 し た 自 車 両 と 同 自 車 両 の 前 方 を 走 行 す る 前 方 車 両
と の 車 間 距 離 を 検 出 し 、 同 検 出 さ れ た 車 間 距 離 が 所 定 の 基 準 値 を 下 回 っ た 場 合 に 、 上 記 液
圧 ポ ン プ 及 び 上 記 常 開 リ ニ ア 電 磁 弁 を 制 御 す る 。 そ し て 、 こ の 装 置 は 、 こ れ に よ り 発 生 す
る 「 マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 に 前 記 加 圧 量 を 加 え た 液 圧 」 を 利 用 し て ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 を
自 動 制 御 す る 自 動 ブ レ ー キ 制 御 を 行 う こ と で 、 運 転 者 に よ る ブ レ ー キ 操 作 部 材 の 操 作 と は
独 立 し て 自 車 両 に 自 動 的 に 制 動 力 を 付 与 す る よ う に な っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ９ ９ １ ４ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 一 般 の 車 両 で は 、 上 述 の よ う な 自 動 ブ レ ー キ 制 御 が 実 行 さ れ て い な い 状 態 で
運 転 者 が ブ レ ー キ ペ ダ ル を 操 作 し た 場 合 （ 以 下 、 係 る ブ レ ー キ 操 作 を 「 通 常 の ブ レ ー キ 操
作 」 と 呼 ぶ こ と も あ る 。 ） 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル の ス ト ロ ー ク と ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 と の 関
係 は 図 １ ４ に 実 線 で 示 す よ う に な る 。 即 ち 、 先 ず 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク が 「 ０ 」 か
ら 或 る 値 SOに 達 す る ま で の 初 期 段 階 で は 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク が 増 大 し て も ホ イ ー
ル シ リ ン ダ 液 圧 が 殆 ど 増 大 せ ず 、 従 っ て 、 こ の 初 期 段 階 で は 車 両 の 制 動 に 寄 与 し 得 る 程 度
の ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 が 実 質 的 に 発 生 し 得 な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ は 、 こ の 初 期 段 階 で は 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク に 応 じ て ブ レ ー キ パ ッ ド が ホ イ
ー ル シ リ ン ダ 液 圧 が 「 ０ 」 の と き に 対 応 す る ブ レ ー キ デ ィ ス ク に 接 触 し て い な い 位 置 か ら
ブ レ ー キ デ ィ ス ク に 接 触 す る 位 置 （ ブ レ ー キ デ ィ ス ク を 押 圧 可 能 な 位 置 ） ま で 移 動 す る か
ら で あ る 。 即 ち 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク に 応 じ て マ ス タ シ リ ン ダ か ら 吐 出 さ れ る ブ レ
ー キ 液 量 の 殆 ど が 、 上 記 ブ レ ー キ パ ッ ド の 移 動 に 伴 う ホ イ ー ル シ リ ン ダ 内 の ピ ス ト ン の 移
動 の た め に 消 費 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 以 下 、 上 述 し た ブ レ ー キ パ ッ ド の 移 動 に 伴 う ホ イ ー ル シ リ ン ダ 内 の ピ ス ト ン の 移 動 距 離
に 相 当 す る ブ レ ー キ 液 量 を 「 無 効 液 量 」 と 称 呼 し 、 係 る 無 効 液 量 の 全 量 が マ ス タ シ リ ン ダ
か ら 吐 出 さ れ る 時 点 （ 従 っ て 、 車 両 の 制 動 に 寄 与 し 得 る 程 度 の ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 が 実
質 的 に 発 生 開 始 す る 時 点 ） に 対 応 す る ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク （ 即 ち 、 上 記 値 S0） を 「
無 効 ス ト ロ ー ク 」 と 称 呼 す る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ し て 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク が 無 効 ス ト ロ ー ク SOを 超 え た 段 階 で は 、 ブ レ ー キ パ
ッ ド が ブ レ ー キ デ ィ ス ク に 既 に 接 触 し て い る 。 こ の 段 階 で は 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク
の 増 大 に 応 じ て 車 両 の 制 動 に 実 質 的 に 寄 与 し 得 る ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 が 比 較 的 大 き な 増
加 勾 配 を も っ て 増 大 し て い く 。 こ の 段 階 で の ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 の 増 加 特 性 は 、 主 と し
て 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル と マ ス タ シ リ ン ダ と の 間 に 介 装 さ れ た 倍 力 装 置 （ 例 え ば 、 バ キ ュ ー ム
ブ ー ス タ 等 ） の 作 動 特 性 、 ホ イ ー ル シ リ ン ダ の 弾 性 特 性 、 ブ レ ー キ 配 管 の 弾 性 特 性 、 ブ レ
ー キ パ ッ ド の 弾 性 特 性 等 に 依 存 し て 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 一 方 、 上 述 の よ う な 自 動 ブ レ ー キ 制 御 が 既 に 実 行 さ れ て い て ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 が 車
両 の 制 動 に 実 質 的 に 寄 与 し 得 る 程 度 の 値 に 維 持 さ れ て い る 状 態 で 運 転 者 が ブ レ ー キ ペ ダ ル
を 操 作 開 始 す る 場 合 を 考 え る 。 以 下 、 こ の よ う な 操 作 を 「 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド 」 と 呼
ぶ こ と も あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド が な さ れ た 場 合 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク が 「 ０ 」 の 段 階 か
ら ブ レ ー キ パ ッ ド が ブ レ ー キ デ ィ ス ク に 既 に 接 触 し て い る か ら 、 上 述 し た 無 効 液 量 が ホ イ
ー ル シ リ ン ダ 内 の ピ ス ト ン の 移 動 の た め に 消 費 さ れ る こ と が な い 。 以 下 、 例 え ば 、 自 動 ブ
レ ー キ 制 御 に よ り 上 記 加 圧 量 が 値 P0に 維 持 さ れ 、 こ の 結 果 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル 操 作 開 始 時 点
（ ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド 開 始 時 点 ） 、 即 ち 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク が 「 ０ 」 の 時 点
で ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 が 値 P0に な っ て い る 場 合 を 例 に 採 っ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 場 合 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク の 「 ０ 」 か ら の 増 大 に 対 応 す る ホ イ ー ル シ リ ン ダ
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液 圧 の 増 加 特 性 は 、 通 常 の ブ レ ー キ 操 作 の 場 合 に お け る ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク の 値 Sz
（ 図 １ ４ を 参 照 ） か ら の 増 大 に 対 応 す る ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 の 増 加 特 性 （ 図 １ ４ の 実 線
に お い て 点 ｚ か ら 上 の 部 分 を 参 照 ） と 一 致 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 即 ち 、 こ の 場 合 に お け る ブ レ ー キ ペ ダ ル の ス ト ロ ー ク と ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 と の 関 係
（ 静 的 な 関 係 ） は 、 図 １ ４ の 実 線 に お け る ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 が 値 P0以 上 に 対 応 す る 部
分 （ 図 １ ４ に お い て 点 ｚ か ら 上 の 部 分 ） を ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Szに 相 当 す る 分 だ け
図 １ ４ に お い て 左 方 向 へ 平 行 移 動 し て 得 ら れ る 線 （ 図 １ ４ に お け る 破 線 を 参 照 ） で 示 さ れ
る 関 係 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う に 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク と ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 と の 関 係 は 、 通 常 の ブ
レ ー キ 操 作 が な さ れ た 場 合 （ 図 １ ４ に お け る 実 線 ） と 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド が な さ れ
た 場 合 （ 図 １ ４ に お け る 破 線 ） と で 大 き く 異 な る 。 よ り 具 体 的 に は 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ
イ ド が な さ れ た 場 合 、 上 記 通 常 の ブ レ ー キ 操 作 が な さ れ た 場 合 に 比 し て 、 同 一 の ブ レ ー キ
ペ ダ ル ス ト ロ ー ク に 対 す る ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 （ 従 っ て 、 車 両 に 働 く 制 動 力 ） が 相 当 に
大 き く な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 上 の こ と か ら 、 運 転 者 が 感 じ る ブ レ ー キ フ ィ ー リ ン グ が 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド が
な さ れ た 場 合 と 通 常 の ブ レ ー キ 操 作 が な さ れ た 場 合 と で 大 き く 異 な る こ と に な り 、 こ の 結
果 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド が な さ れ た 場 合 に お い て ブ レ ー キ フ ィ ー リ ン グ に 相 当 の 違 和
感 が 発 生 す る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 係 る 問 題 に 対 処 す る た め に な さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 は 、 ブ レ ー キ オ ー
バ ー ラ イ ド が な さ れ た 場 合 に お い て 違 和 感 の 少 な い ブ レ ー キ フ ィ ー リ ン グ を 得 る こ と が で
き る 自 動 ブ レ ー キ 制 御 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る 自 動 ブ レ ー キ 制 御 装 置 は 、 運 転 者 に よ る ブ レ ー キ 操 作 部 材 （ 例 え ば 、 ブ レ
ー キ ペ ダ ル ） の 操 作 と は 独 立 し て 同 ブ レ ー キ 操 作 部 材 の 操 作 に 応 じ て 発 生 す る マ ス タ シ リ
ン ダ 液 圧 よ り も 高 い ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 を 発 生 さ せ る た め の 加 圧 用 液 圧 を 発 生 可 能 な 加
圧 手 段 （ 例 え ば 、 液 圧 ポ ン プ ） と 、 前 記 加 圧 手 段 に よ る 前 記 加 圧 用 液 圧 を 利 用 し て 前 記 マ
ス タ シ リ ン ダ 液 圧 に 対 す る 加 圧 量 を 調 整 可 能 な 調 圧 手 段 （ 例 え ば 、 リ ニ ア 電 磁 弁 ） と 、 前
記 加 圧 手 段 、 及 び 前 記 調 圧 手 段 を 制 御 す る こ と に よ り 発 生 す る 、 前 記 マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧
に 前 記 加 圧 量 を 加 え た 液 圧 を 利 用 し て 、 前 記 運 転 者 に よ る 前 記 ブ レ ー キ 操 作 部 材 の 操 作 と
は 独 立 し て 前 記 ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 を 自 動 制 御 す る 自 動 ブ レ ー キ 制 御 を 実 行 す る 自 動 ブ
レ ー キ 制 御 手 段 と を 備 え た 自 動 ブ レ ー キ 装 置 に 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 自 動 ブ レ ー キ 制 御 装 置 の 特 徴 は 、 前 記 自 動 ブ レ ー キ 制 御 手 段 に よ り 前 記 自
動 ブ レ ー キ 制 御 が 実 行 さ れ て い る 場 合 、 前 記 運 転 者 に よ る 前 記 ブ レ ー キ 操 作 部 材 の 操 作 ス
ト ロ ー ク と 前 記 ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 と の 関 係 を 前 記 自 動 ブ レ ー キ 制 御 が 実 行 さ れ て い な
い 場 合 に お け る 同 ブ レ ー キ 操 作 部 材 の 操 作 ス ト ロ ー ク と 同 ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 と の 関 係
に 近 づ け る た め の 特 定 処 理 を 実 行 す る 特 定 処 理 実 行 手 段 を 備 え た こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 自 動 ブ レ ー キ 制 御 が 実 行 さ れ て い る 場 合 、 運 転 者 に よ る ブ レ ー キ 操 作 部
材 の 操 作 ス ト ロ ー ク と ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 と の 関 係 （ 即 ち 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド が
な さ れ た 場 合 に お け る 静 的 な 関 係 ） が 、 自 動 ブ レ ー キ 制 御 が 実 行 さ れ て い な い 場 合 に お け
る ブ レ ー キ 操 作 部 材 の 操 作 ス ト ロ ー ク と ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 と の 関 係 （ 即 ち 、 通 常 の ブ
レ ー キ 操 作 が な さ れ た 場 合 に お け る 関 係 ） に 近 づ け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 結 果 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド が な さ れ た 場 合 に お け る ブ レ ー キ フ ィ ー リ ン グ が 通

10

20

30

40

50

(5) JP 2006-159949 A 2006.6.22



常 の ブ レ ー キ 操 作 が な さ れ た 場 合 に お け る も の に 近 づ け ら れ 得 る か ら 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー
ラ イ ド が な さ れ た 場 合 に お い て 違 和 感 の 少 な い ブ レ ー キ フ ィ ー リ ン グ を 得 る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 よ り 具 体 的 に は 、 上 記 本 発 明 に 係 る 自 動 ブ レ ー キ 制 御 装 置 が 適 用 さ れ る 前 記 自 動 ブ レ ー
キ 装 置 は 、 マ ス タ シ リ ン ダ か ら 吐 出 さ れ た 前 記 マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 を 有 す る ブ レ ー キ 液 を
吸 収 可 能 な リ ザ ー バ と 、 前 記 マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 を 有 す る ブ レ ー キ 液 の 前 記 リ ザ ー バ 内 へ
の 導 入 を 許 容 ・ 禁 止 可 能 な 電 磁 弁 と を 更 に 備 え 、 前 記 特 定 処 理 実 行 手 段 は 、 前 記 自 動 ブ レ
ー キ 制 御 が 実 行 さ れ て い な い 場 合 、 前 記 マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 を 有 す る ブ レ ー キ 液 の 前 記 リ
ザ ー バ 内 へ の 導 入 が 禁 止 さ れ る よ う に 前 記 電 磁 弁 を 制 御 し 、 同 自 動 ブ レ ー キ 制 御 が 実 行 さ
れ て い る 場 合 、 前 記 特 定 処 理 と し て 同 ブ レ ー キ 液 の 同 リ ザ ー バ 内 へ の 導 入 が 許 容 さ れ る よ
う に 同 電 磁 弁 を 制 御 す る よ う 構 成 さ れ る こ と が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ こ に お い て 、 「 電 磁 弁 」 は 、 例 え ば 、 常 閉 電 磁 開 閉 弁 等 で あ っ て こ れ に 限 定 さ れ な い
。 ま た 、 「 リ ザ ー バ 」 が 吸 収 し 得 る ブ レ ー キ 液 の 最 大 量 （ リ ザ ー バ の 最 大 容 量 ） は 、 例 え
ば 、 上 述 し た 無 効 液 量 と 同 等 程 度 の 量 に 設 定 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 自 動 ブ レ ー キ 制 御 が 実 行 さ れ て い る 場 合 に お い て 運 転 者 に よ る ブ レ ー キ
操 作 部 材 の 操 作 が 開 始 さ れ た 場 合 （ 即 ち 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド が 開 始 さ れ た 場 合 ） 、
係 る 操 作 （ 操 作 ス ト ロ ー ク ） に 応 じ て マ ス タ シ リ ン ダ か ら 吐 出 さ れ る マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧
を 有 す る ブ レ ー キ 液 が リ ザ ー バ 内 へ 吸 収 さ れ 得 る 。 即 ち 、 リ ザ ー バ の 最 大 容 量 に 相 当 す る
ブ レ ー キ 液 が 、 主 と し て 、 ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 の 増 大 の た め で は な く リ ザ ー バ 内 へ の 移
動 の た め に 消 費 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の こ と は 、 例 え ば 、 上 述 し た 図 １ ４ の 破 線 で 示 し た 例 の 場 合 （ 即 ち 、 自 動 ブ レ ー キ 制
御 に よ り 上 記 加 圧 量 が 値 P0に 維 持 さ れ 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク が 「 ０ 」 の 時 点 （ ブ レ
ー キ オ ー バ ー ラ イ ド 開 始 時 点 ） で ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 が 値 P0に な っ て い る 場 合 ） 、 ブ レ
ー キ ペ ダ ル の ス ト ロ ー ク と ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 と の 静 的 な 関 係 が 、 図 １ ４ の 破 線 を リ ザ
ー バ の 最 大 容 量 に 相 当 す る ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク だ け 図 １ ４ に お い て 右 方 向 へ 移 動 し
て 得 ら れ る 線 で 示 さ れ る 関 係 に な る （ 近 づ く ） こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 結 果 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド が な さ れ た 場 合 に お け る ブ レ ー キ ペ ダ ル の ス ト ロ ー
ク と ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 と の 静 的 な 関 係 が 、 図 １ ４ の 実 線 で 示 さ れ る 関 係 （ 即 ち 、 通 常
の ブ レ ー キ 操 作 が な さ れ た 場 合 に お け る 関 係 ） に 近 づ け ら れ 得 る か ら 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー
ラ イ ド が な さ れ た 場 合 に お け る ブ レ ー キ フ ィ ー リ ン グ が 通 常 の ブ レ ー キ 操 作 が な さ れ た 場
合 に お け る も の に 近 づ け ら れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 場 合 、 前 記 リ ザ ー バ は 、 同 リ ザ ー バ 内 に 吸 収 さ れ た ブ レ ー キ 液 量 の 増 加 に 応 じ て 同
リ ザ ー バ 内 の ブ レ ー キ 液 圧 を 増 大 さ せ る 液 圧 調 整 機 構 を 備 え る こ と が 好 適 で あ る 。 こ れ に
よ れ ば 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド が な さ れ て い る 場 合 に お い て 、 ブ レ ー キ 操 作 部 材 の 操 作
ス ト ロ ー ク が 「 ０ 」 か ら リ ザ ー バ の 最 大 容 量 に 相 当 す る 値 に 達 す る ま で の 初 期 段 階 に お い
て 、 マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 （ 従 っ て 、 ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 ） を 任 意 の 増 加 勾 配 を も っ て 増
大 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ こ で 、 図 １ ４ の 実 線 か ら 理 解 で き る よ う に 、 通 常 の ブ レ ー キ 操 作 が な さ れ た 場 合 に お
い て も 、 ブ レ ー キ 操 作 部 材 の 操 作 ス ト ロ ー ク が 「 ０ 」 か ら 上 記 無 効 ス ト ロ ー ク に 達 す る ま
で の 初 期 段 階 で は 、 車 両 の 制 動 に 寄 与 し 得 な い 範 囲 内 で ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 が 徐 々 に 増
大 し て い く 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 上 の こ と か ら 、 上 記 構 成 の よ う に リ ザ ー バ に 液 圧 調 整 機 構 を 備 え る こ と で 、 ブ レ ー キ
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オ ー バ ー ラ イ ド が な さ れ た 場 合 に お け る 初 期 段 階 で の ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 の 増 加 勾 配 を
通 常 の ブ レ ー キ 操 作 が な さ れ た 場 合 に お け る 初 期 段 階 で の ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 の 増 加 勾
配 に 近 づ け る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド が な さ れ た 場 合 に お け る
初 期 段 階 で の ブ レ ー キ フ ィ ー リ ン グ を 通 常 の ブ レ ー キ 操 作 が な さ れ た 場 合 に お け る も の に
よ り 一 層 近 づ け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 液 圧 調 整 機 構 は 、 例 え ば 、 前 記 リ ザ ー バ 内 の ブ レ ー キ 液 圧 に 応 じ た 力 を 受 け る 弾 性
部 材 の 弾 性 力 を 利 用 す る こ と で 簡 易 に 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 リ ザ ー バ と 電 磁 弁 と を 備 え た 自 動 ブ レ ー キ 装 置 に 適 用 さ れ る 本 発 明 に 係 る 自 動 ブ レ
ー キ 制 御 装 置 に お い て 同 自 動 ブ レ ー キ 装 置 が 、 ２ 系 統 の ブ レ ー キ 液 圧 回 路 を 備 え る と と も
に 前 記 リ ザ ー バ と 前 記 電 磁 弁 と を 系 統 毎 に 備 え て い る 場 合 、 前 記 特 定 処 理 実 行 手 段 は 、 前
記 自 動 ブ レ ー キ 制 御 が 実 行 さ れ て い な い 場 合 、 前 記 マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 を 有 す る ブ レ ー キ
液 の 対 応 す る 前 記 リ ザ ー バ 内 へ の 導 入 が 禁 止 さ れ る よ う に 前 記 ２ 系 統 の 電 磁 弁 を そ れ ぞ れ
制 御 す る と と も に 、 前 記 自 動 ブ レ ー キ 制 御 が 実 行 さ れ て い る 場 合 、 前 記 マ ス タ シ リ ン ダ 液
圧 を 有 す る ブ レ ー キ 液 の 対 応 す る 前 記 リ ザ ー バ 内 へ の 導 入 が 許 容 さ れ る よ う に 一 方 の 前 記
電 磁 弁 を 常 に 制 御 し 、 前 記 運 転 者 に よ る 前 記 ブ レ ー キ 操 作 部 材 の 操 作 が 開 始 さ れ た 時 点 で
の 前 記 ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 が 大 気 圧 よ り も 高 い 所 定 液 圧 以 上 に な っ て い た 場 合 に の み 同
ブ レ ー キ 液 の 対 応 す る 前 記 リ ザ ー バ 内 へ の 導 入 が 許 容 さ れ る よ う に 他 方 の 前 記 電 磁 弁 を 制
御 す る よ う 構 成 さ れ る こ と が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 自 動 ブ レ ー キ 制 御 が 開 始 さ れ た 時 点 以 降 、 同 自 動 ブ レ ー キ 制 御 が 実 行 さ れ て い る 間 に 亘
っ て 前 記 マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 を 有 す る ブ レ ー キ 液 の 対 応 す る 前 記 リ ザ ー バ 内 へ の 導 入 が 常
に 許 容 さ れ る よ う に 上 記 ２ 系 統 の 電 磁 弁 を そ れ ぞ れ 制 御 す る 場 合 に つ い て 考 え る 。 い ま 、
自 動 ブ レ ー キ 制 御 が 実 行 さ れ て い る 場 合 に お い て 前 記 運 転 者 に よ る 前 記 ブ レ ー キ 操 作 部 材
の 操 作 が 開 始 さ れ た 時 点 （ 即 ち 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド 開 始 時 点 ） で の ホ イ ー ル シ リ ン
ダ 液 圧 （ 即 ち 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド 開 始 時 点 で の 上 記 加 圧 量 。 図 １ ４ に お け る 値 P0に
相 当 す る 。 ） が 比 較 的 低 く 、 且 つ 、 ２ 系 統 の リ ザ ー バ の そ れ ぞ れ の 最 大 容 量 の 和 が 比 較 的
大 き い 場 合 を 想 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ う す る と 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク に 対 す る ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 が 図 １ ４ に 実 線
で 示 し た 通 常 の ブ レ ー キ 操 作 が な さ れ た 場 合 よ り も 小 さ く な る 場 合 が 発 生 し 得 る 。 即 ち 、
ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク と ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 と の 関 係 を 示 す 線 （ 図 １ ４ に お け る 破
線 に 相 当 す る 。 ） が 図 １ ４ に お け る 実 線 よ り も 図 １ ４ に お い て 下 方 （ 或 い は 、 右 方 ） に 偏
移 す る 場 合 が 発 生 し 得 る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク に 対 す る ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 が 通 常 の ブ レ ー キ 操 作 が な さ
れ た 場 合 よ り も 小 さ く な る 事 態 が 発 生 す る こ と は 、 運 転 者 が 期 待 す る 制 動 力 が 得 ら れ な い
こ と に 繋 が り 、 従 っ て 、 ブ レ ー キ フ ィ ー リ ン グ に 相 当 の 違 和 感 を 発 生 さ せ る こ と に な る か
ら 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 の こ と か ら 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド 開 始 時 点 で の ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 が 比 較 的
低 い 場 合 、 ブ レ ー キ 液 の 対 応 す る リ ザ ー バ 内 へ の 導 入 が 許 容 開 始 さ れ る よ う に 上 記 ２ 系 統
の 電 磁 弁 を そ れ ぞ れ 制 御 す る こ と は 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ れ に 対 し 、 上 記 構 成 の よ う に 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド 開 始 時 点 で の ホ イ ー ル シ リ ン
ダ 液 圧 が 大 気 圧 よ り も 高 い 所 定 液 圧 以 上 に な っ て い た 場 合 に の み ブ レ ー キ 液 の 対 応 す る リ
ザ ー バ 内 へ の 導 入 が 許 容 さ れ る よ う に 他 方 の 電 磁 弁 を 制 御 す れ ば 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ
ド 開 始 時 点 で の ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 が 上 記 所 定 液 圧 未 満 の 場 合 に お い て ブ レ ー キ 液 の 上
記 一 方 の 電 磁 弁 に 対 応 す る リ ザ ー バ の み へ の 導 入 が 許 容 さ れ る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ れ に よ り 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド 開 始 時 点 で の ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 が 上 記 所 定 液
圧 未 満 の 場 合 、 ブ レ ー キ 液 の 上 記 ２ 系 統 の リ ザ ー バ へ の そ れ ぞ れ の 導 入 が 許 容 さ れ る 場 合
に 比 し て ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク に 対 す る ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 を 大 き く す る こ と が で
き る 。 こ の 結 果 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク に 対 す る ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 が 通 常 の ブ レ
ー キ 操 作 が な さ れ た 場 合 よ り も 小 さ く な る 事 態 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き 、 従 っ て 、 ブ
レ ー キ フ ィ ー リ ン グ に お け る 上 記 相 当 の 違 和 感 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 上 記 本 発 明 に 係 る 自 動 ブ レ ー キ 制 御 装 置 が 適 用 さ れ る 前 記 自 動 ブ レ ー キ 装 置 は 、
前 記 ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 を 前 記 マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 に 前 記 加 圧 量 を 加 え た 液 圧 よ り も 低
い 液 圧 に 調 整 す る た め の 減 圧 弁 を 更 に 備 え る と と も に 、 前 記 運 転 者 に よ る 前 記 ブ レ ー キ 操
作 部 材 の 操 作 ス ト ロ ー ク を 取 得 す る ス ト ロ ー ク 取 得 手 段 と 、 前 記 自 動 ブ レ ー キ 制 御 が 実 行
さ れ て い る 場 合 、 前 記 自 動 ブ レ ー キ 制 御 が 実 行 さ れ て い な い 場 合 に お け る 前 記 運 転 者 に よ
る 前 記 ブ レ ー キ 操 作 部 材 の 操 作 ス ト ロ ー ク と 前 記 ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 と の 関 係 に 少 な く
と も 基 づ い て 同 ブ レ ー キ 操 作 部 材 の 操 作 ス ト ロ ー ク と 同 ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 と の 関 係 の
目 標 を 決 定 す る 目 標 決 定 手 段 と を 更 に 備 え 、 前 記 特 定 処 理 実 行 手 段 は 、 前 記 自 動 ブ レ ー キ
制 御 が 実 行 さ れ て い る 場 合 で あ っ て 前 記 運 転 者 に よ る 前 記 ブ レ ー キ 操 作 部 材 の 操 作 が な さ
れ て い る 場 合 、 前 記 取 得 さ れ た 操 作 ス ト ロ ー ク と 、 前 記 決 定 さ れ た 関 係 の 目 標 と か ら 前 記
ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 の 目 標 値 を 決 定 す る と と も に 、 前 記 ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 が 同 目 標
値 に 一 致 す る よ う に 、 前 記 特 定 処 理 と し て 前 記 減 圧 弁 を 制 御 す る よ う 構 成 さ れ る こ と が 好
適 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド が な さ れ て い る 場 合 、 自 動 ブ レ ー キ 制 御 が 実 行
さ れ て い な い 場 合 に お け る 運 転 者 に よ る ブ レ ー キ 操 作 部 材 の 操 作 ス ト ロ ー ク と ホ イ ー ル シ
リ ン ダ 液 圧 と の 関 係 （ 即 ち 、 図 １ ４ の 実 線 に 示 す 関 係 ） に 少 な く と も 基 づ い て ブ レ ー キ 操
作 部 材 の 操 作 ス ト ロ ー ク と 同 ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 と の 関 係 の 目 標 が 決 定 さ れ る 。 そ し て
、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド が な さ れ て い る 場 合 に お け る ブ レ ー キ 操 作 部 材 の 操 作 ス ト ロ ー
ク と ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 と の 関 係 が 上 記 関 係 の 目 標 と 一 致 す る よ う に 上 記 減 圧 弁 が 制 御
さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 従 っ て 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド が な さ れ た 場 合 に お け る ブ レ ー キ ペ ダ ル の ス ト ロ ー ク
と ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 と の 静 的 な 関 係 を 、 図 １ ４ の 実 線 で 示 さ れ る 関 係 （ 即 ち 、 通 常 の
ブ レ ー キ 操 作 が な さ れ た 場 合 に お け る 関 係 ） に 近 づ け る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 上 記
リ ザ ー バ 及 び 電 磁 弁 に 代 え て 上 記 減 圧 弁 を 使 用 し て も 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド が な さ れ
た 場 合 に お け る ブ レ ー キ フ ィ ー リ ン グ を 通 常 の ブ レ ー キ 操 作 が な さ れ た 場 合 に お け る も の
に 近 づ け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 こ の 減 圧 弁 と し て は 、 周 知 の 自 動 ブ レ ー キ 装 置 に 使 用 さ れ て い る ホ イ ー ル シ リ ン
ダ 液 圧 制 御 用 の 減 圧 弁 が そ の ま ま 使 用 さ れ 得 る 。 従 っ て 、 こ の 場 合 、 周 知 の 自 動 ブ レ ー キ
装 置 を そ の ま ま 本 発 明 に 係 る 自 動 ブ レ ー キ 制 御 装 置 に 適 用 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 に よ る 自 動 ブ レ ー キ 制 御 装 置 の 各 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明
す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 自 動 ブ レ ー キ 制 御 装 置 が 適 用 さ れ る 自 動 ブ レ
ー キ 装 置 １ ０ を 搭 載 し た 車 両 の 概 略 構 成 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
（ 第 １ 実 施 形 態 ）
　 こ の 自 動 ブ レ ー キ 装 置 １ ０ は 、 各 車 輪 に ブ レ ー キ 液 圧 に よ る 制 動 力 を 発 生 さ せ る た め の
ブ レ ー キ 液 圧 制 御 装 置 ３ ０ を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
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　 ブ レ ー キ 液 圧 制 御 装 置 ３ ０ は 、 そ の 概 略 構 成 を 表 す 図 ２ に 示 す よ う に 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル
Ｂ Ｐ の 操 作 力 に 応 じ た ブ レ ー キ 液 圧 を 発 生 す る ブ レ ー キ 液 圧 発 生 部 ３ ２ と 、 車 輪 RR,FL,FR
,RLに そ れ ぞ れ 配 置 さ れ た ホ イ ー ル シ リ ン ダ Wrr,Wfl,Wfr,Wrlに 供 給 す る ブ レ ー キ 液 圧 を そ
れ ぞ れ 調 整 可 能 な RRブ レ ー キ 液 圧 調 整 部 ３ ３ ， FLブ レ ー キ 液 圧 調 整 部 ３ ４ ， FRブ レ ー キ 液
圧 調 整 部 ３ ５ ， RLブ レ ー キ 液 圧 調 整 部 ３ ６ と 、 還 流 ブ レ ー キ 液 供 給 部 ３ ７ と 、 ブ レ ー キ オ
ー バ ー ラ イ ド 時 ブ レ ー キ 液 吸 収 部 ３ ８ を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ブ レ ー キ 液 圧 発 生 部 ３ ２ は 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル Ｂ Ｐ の 作 動 に よ り 応 動 す る バ キ ュ ー ム ブ ー
ス タ Ｖ Ｂ と 、 同 バ キ ュ ー ム ブ ー ス タ Ｖ Ｂ に 連 結 さ れ た マ ス タ シ リ ン ダ Ｍ Ｃ と か ら 構 成 さ れ
て い る 。 バ キ ュ ー ム ブ ー ス タ Ｖ Ｂ は 、 図 示 し な い エ ン ジ ン の 吸 気 管 内 の 空 気 圧 力 （ 負 圧 ）
を 利 用 し て ブ レ ー キ ペ ダ ル Ｂ Ｐ の 操 作 力 を 所 定 の 割 合 で 助 勢 し 同 助 勢 さ れ た 操 作 力 を マ ス
タ シ リ ン ダ Ｍ Ｃ に 伝 達 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 マ ス タ シ リ ン ダ Ｍ Ｃ は 、 第 １ ポ ー ト 、 及 び 第 ２ ポ ー ト か ら な る ２ 系 統 の 出 力 ポ ー ト を 有
し て い て 、 リ ザ ー バ Ｒ Ｓ か ら の ブ レ ー キ 液 の 供 給 を 受 け て 、 前 記 助 勢 さ れ た 操 作 力 に 応 じ
た 第 １ マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 Pmを 第 １ ポ ー ト か ら 発 生 す る よ う に な っ て い る と と も に 、 同 第
１ マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 と 略 同 一 の 液 圧 で あ る 前 記 助 勢 さ れ た 操 作 力 に 応 じ た 第 ２ マ ス タ シ
リ ン ダ 液 圧 Pmを 第 ２ ポ ー ト か ら 発 生 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ れ ら マ ス タ シ リ ン ダ Ｍ Ｃ 及 び バ キ ュ ー ム ブ ー ス タ Ｖ Ｂ の 構 成 及 び 作 動 は 周 知 で あ る の
で 、 こ こ で は そ れ ら の 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。 こ の よ う に し て 、 マ ス タ シ リ ン ダ Ｍ Ｃ 及 び
バ キ ュ ー ム ブ ー ス タ Ｖ Ｂ （ ブ レ ー キ 液 圧 発 生 手 段 ） は 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル Ｂ Ｐ の 操 作 力 に 応
じ た 第 １ マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 及 び 第 ２ マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 を そ れ ぞ れ 発 生 す る よ う に な っ
て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 マ ス タ シ リ ン ダ Ｍ Ｃ の 第 １ ポ ー ト と 、 RRブ レ ー キ 液 圧 調 整 部 ３ ３ の 上 流 部 及 び FLブ レ ー
キ 液 圧 調 整 部 ３ ４ の 上 流 部 の 各 々 と の 間 に は 、 常 開 リ ニ ア 電 磁 弁 Ｐ Ｃ 1が 介 装 さ れ て い る
。 同 様 に 、 マ ス タ シ リ ン ダ Ｍ Ｃ の 第 ２ ポ ー ト と 、 FRブ レ ー キ 液 圧 調 整 部 ３ ５ の 上 流 部 及 び
RLブ レ ー キ 液 圧 調 整 部 ３ ６ の 上 流 部 の 各 々 と の 間 に は 、 常 開 リ ニ ア 電 磁 弁 Ｐ Ｃ 2が 介 装 さ
れ て い る 。 係 る 常 開 リ ニ ア 電 磁 弁 Ｐ Ｃ 1， Ｐ Ｃ 2（ 調 圧 手 段 ） の 作 動 の 詳 細 に つ い て は 後 述
す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 RRブ レ ー キ 液 圧 調 整 部 ３ ３ は 、 ２ ポ ー ト ２ 位 置 切 換 型 の 常 開 電 磁 開 閉 弁 で あ る 増 圧 弁 Ｐ
Ｕ rrと 、 ２ ポ ー ト ２ 位 置 切 換 型 の 常 閉 電 磁 開 閉 弁 で あ る 減 圧 弁 Ｐ Ｄ rrと か ら 構 成 さ れ て い
る 。 増 圧 弁 Ｐ Ｕ rrは 、 RRブ レ ー キ 液 圧 調 整 部 ３ ３ の 上 流 部 と 後 述 す る ホ イ ー ル シ リ ン ダ Wr
rと を 連 通 、 或 い は 遮 断 で き る よ う に な っ て い る 。 減 圧 弁 Ｐ Ｄ rrは 、 ホ イ ー ル シ リ ン ダ Wrr
と リ ザ ー バ Ｒ Ｓ 1と を 連 通 、 或 い は 遮 断 で き る よ う に な っ て い る 。 こ の 結 果 、 増 圧 弁 Ｐ Ｕ r
r、 及 び 減 圧 弁 Ｐ Ｄ rrを 制 御 す る こ と で ホ イ ー ル シ リ ン ダ Wrr内 の ブ レ ー キ 液 圧 （ ホ イ ー ル
シ リ ン ダ 液 圧 Pwrr） が 増 圧 ・ 保 持 ・ 減 圧 さ れ 得 る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 加 え て 、 増 圧 弁 Ｐ Ｕ rrに は ブ レ ー キ 液 の ホ イ ー ル シ リ ン ダ Wrr側 か ら RRブ レ ー キ 液 圧 調
整 部 ３ ３ の 上 流 部 へ の 一 方 向 の 流 れ の み を 許 容 す る チ ェ ッ ク 弁 Ｃ Ｖ １ が 並 列 に 配 設 さ れ て
い て 、 こ れ に よ り 、 操 作 さ れ て い る ブ レ ー キ ペ ダ ル Ｂ Ｐ が 開 放 さ れ た と き ホ イ ー ル シ リ ン
ダ 液 圧 Pwrrが 迅 速 に 減 圧 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 同 様 に 、 FLブ レ ー キ 液 圧 調 整 部 ３ ４ ， FRブ レ ー キ 液 圧 調 整 部 ３ ５ 、 RLブ レ ー キ 液 圧 調 整
部 ３ ６ は 、 そ れ ぞ れ 、 増 圧 弁 Ｐ Ｕ fl及 び 減 圧 弁 Ｐ Ｄ fl， 増 圧 弁 Ｐ Ｕ fr及 び 減 圧 弁 Ｐ Ｄ fr，
増 圧 弁 Ｐ Ｕ rl及 び 減 圧 弁 Ｐ Ｄ rlか ら 構 成 さ れ て お り 、 こ れ ら の 増 圧 弁 及 び 減 圧 弁 が 制 御 さ
れ る こ と に よ り 、 ホ イ ー ル シ リ ン ダ Wfl， ホ イ ー ル シ リ ン ダ Wfr及 び ホ イ ー ル シ リ ン ダ Wrl
内 の ブ レ ー キ 液 圧 （ ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pwfl,Pwfr,Pwrl） を そ れ ぞ れ 増 圧 、 保 持 、 減 圧
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で き る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 増 圧 弁 Ｐ Ｕ fl， Ｐ Ｕ fr及 び Ｐ Ｕ rlの 各 々 に も 、 上 記 チ ェ
ッ ク 弁 Ｃ Ｖ １ と 同 様 の 機 能 を 達 成 し 得 る チ ェ ッ ク 弁 Ｃ Ｖ ２ ， Ｃ Ｖ ３ 及 び Ｃ Ｖ ４ が そ れ ぞ れ
並 列 に 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 還 流 ブ レ ー キ 液 供 給 部 ３ ７ は 、 直 流 モ ー タ Ｍ Ｔ と 、 同 モ ー タ Ｍ Ｔ に よ り 同 時 に 駆 動 さ れ
る ２ つ の 液 圧 ポ ン プ （ ギ ヤ ポ ン プ ） Ｈ Ｐ 1， Ｈ Ｐ 2（ 加 圧 手 段 ） を 含 ん で い る 。 液 圧 ポ ン プ
Ｈ Ｐ 1は 、 減 圧 弁 Ｐ Ｄ rr， Ｐ Ｄ flか ら 還 流 さ れ て き た リ ザ ー バ Ｒ Ｓ 1内 の ブ レ ー キ 液 を 汲 み
上 げ 、 同 汲 み 上 げ た ブ レ ー キ 液 を チ ェ ッ ク 弁 Ｃ Ｖ ８ を 介 し て RRブ レ ー キ 液 圧 調 整 部 ３ ３ 及
び FLブ レ ー キ 液 圧 調 整 部 ３ ４ の 上 流 部 に 供 給 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 同 様 に 、 液 圧 ポ ン プ Ｈ Ｐ 2は 、 減 圧 弁 Ｐ Ｄ fr， Ｐ Ｄ rlか ら 還 流 さ れ て き た リ ザ ー バ Ｒ Ｓ 2
内 の ブ レ ー キ 液 を 汲 み 上 げ 、 同 汲 み 上 げ た ブ レ ー キ 液 を チ ェ ッ ク 弁 Ｃ Ｖ １ １ を 介 し て FRブ
レ ー キ 液 圧 調 整 部 ３ ５ 及 び RLブ レ ー キ 液 圧 調 整 部 ３ ６ の 上 流 部 に 供 給 す る よ う に な っ て い
る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド 時 ブ レ ー キ 液 吸 収 部 ３ ８ は 、 マ ス タ シ リ ン ダ Ｍ Ｃ の 第 １ ポ ー ト
と 常 開 リ ニ ア 電 磁 弁 Ｐ Ｃ 1と の 間 の 液 圧 回 路 に 接 続 さ れ た リ ザ ー バ Ｒ Ａ 1と 、 マ ス タ シ リ ン
ダ Ｍ Ｃ の 第 １ ポ ー ト と 常 開 リ ニ ア 電 磁 弁 Ｐ Ｃ 1と の 間 の 液 圧 回 路 か ら リ ザ ー バ Ｒ Ａ 1へ の ブ
レ ー キ 液 の 導 入 を 許 容 ・ 禁 止 可 能 な 常 閉 電 磁 開 閉 弁 で あ る カ ッ ト 弁 Ｐ Ａ 1と 、 マ ス タ シ リ
ン ダ Ｍ Ｃ の 第 ２ ポ ー ト と 常 開 リ ニ ア 電 磁 弁 Ｐ Ｃ 2と の 間 の 液 圧 回 路 に 接 続 さ れ た リ ザ ー バ
Ｒ Ａ 2と 、 マ ス タ シ リ ン ダ Ｍ Ｃ の 第 ２ ポ ー ト と 常 開 リ ニ ア 電 磁 弁 Ｐ Ｃ 2と の 間 の 液 圧 回 路 か
ら リ ザ ー バ Ｒ Ａ 2へ の ブ レ ー キ 液 の 導 入 を 許 容 ・ 禁 止 可 能 な 常 閉 電 磁 開 閉 弁 で あ る カ ッ ト
弁 Ｐ Ａ 2と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 リ ザ ー バ Ｒ Ａ 1， Ｒ Ａ 2に は 、 内 部 の ブ レ ー キ 液 圧 に 応 じ た 力 を 受 け て 縮 む コ イ ル ス プ リ
ン グ Ｓ Ｐ 1， Ｓ Ｐ 2（ 弾 性 部 材 、 液 圧 調 整 機 構 ） が 底 部 に お い て そ れ ぞ れ 配 設 さ れ て い る 。
こ れ に よ り 、 リ ザ ー バ Ｒ Ａ 1， Ｒ Ａ 2の 容 量 は 、 内 部 の ブ レ ー キ 液 圧 （ 即 ち 、 マ ス タ シ リ ン
ダ 液 圧 Pm） の 増 加 に 応 じ て 増 大 す る よ う に な っ て い る 。 換 言 す れ ば 、 リ ザ ー バ Ｒ Ａ 1， Ｒ
Ａ 2の 内 部 の ブ レ ー キ 液 圧 （ 即 ち 、 第 １ 、 第 ２ マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 Pm） は 、 内 部 に 吸 収 さ
れ た ブ レ ー キ 液 の 量 の 増 加 に 応 じ て 、 コ イ ル ス プ リ ン グ Ｓ Ｐ 1， Ｓ Ｐ 2の バ ネ 定 数 （ 及 び 、
底 部 の 受 圧 面 積 ） に よ り 決 定 さ れ る 勾 配 を も っ て 増 大 す る よ う に な っ て い る 。 な お 、 リ ザ
ー バ Ｒ Ａ 1， Ｒ Ａ 2の 諸 元 （ バ ネ 定 数 、 最 大 容 量 等 ） は 互 い に 全 て 等 し い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 次 に 、 常 開 リ ニ ア 電 磁 弁 Ｐ Ｃ 1に つ い て 説 明 す る 。 常 開 リ ニ ア 電 磁 弁 Ｐ Ｃ 1の 弁 体 に は 、
図 示 し な い コ イ ル ス プ リ ン グ か ら の 付 勢 力 に 基 づ く 開 方 向 の 力 が 常 時 作 用 し て い る と と も
に 、 RRブ レ ー キ 液 圧 調 整 部 ３ ３ の 上 流 部 及 び FLブ レ ー キ 液 圧 調 整 部 ３ ４ の 上 流 部 の 圧 力 Pw
1か ら 第 １ マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 Pmを 減 じ る こ と で 得 ら れ る 差 圧 （ 以 下 、 単 に 「 実 差 圧 Δ P」
と 云 う こ と も あ る 。 ） に 基 づ く 開 方 向 の 力 と 、 常 開 リ ニ ア 電 磁 弁 Ｐ Ｃ 1へ の 通 電 電 流 （ 従
っ て 、 指 令 電 流 Id） に 応 じ て 比 例 的 に 増 加 す る 吸 引 力 に 基 づ く 閉 方 向 の 力 が 作 用 す る よ う
に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ の 結 果 、 図 ３ に 示 し た よ う に 、 上 記 吸 引 力 に 相 当 す る 指 令 差 圧 Δ Pdが 指 令 電 流 Idに 応
じ て 比 例 的 に 増 加 す る よ う に 決 定 さ れ る 。 こ こ で 、 I0は コ イ ル ス プ リ ン グ の 付 勢 力 に 相 当
す る 電 流 値 で あ る 。 そ し て 、 常 開 リ ニ ア 電 磁 弁 Ｐ Ｃ 1は 、 係 る 指 令 差 圧 Δ Pdが 上 記 実 差 圧
Δ Pよ り も 大 き い と き に 閉 弁 し て マ ス タ シ リ ン ダ Ｍ Ｃ の 第 １ ポ ー ト と 、 RRブ レ ー キ 液 圧 調
整 部 ３ ３ の 上 流 部 及 び FLブ レ ー キ 液 圧 調 整 部 ３ ４ の 上 流 部 と の 連 通 を 遮 断 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 一 方 、 常 開 リ ニ ア 電 磁 弁 Ｐ Ｃ 1は 、 指 令 差 圧 Δ Pdが 実 差 圧 Δ Pよ り も 小 さ い と き 開 弁 し て
マ ス タ シ リ ン ダ Ｍ Ｃ の 第 １ ポ ー ト と 、 RRブ レ ー キ 液 圧 調 整 部 ３ ３ の 上 流 部 及 び FLブ レ ー キ
液 圧 調 整 部 ３ ４ の 上 流 部 と を 連 通 す る 。 こ の 結 果 、 （ 液 圧 ポ ン プ Ｈ Ｐ 1か ら 供 給 さ れ て い
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る ） RRブ レ ー キ 液 圧 調 整 部 ３ ３ の 上 流 部 及 び FLブ レ ー キ 液 圧 調 整 部 ３ ４ の 上 流 部 の ブ レ ー
キ 液 が 常 開 リ ニ ア 電 磁 弁 Ｐ Ｃ 1を 介 し て マ ス タ シ リ ン ダ Ｍ Ｃ の 第 １ ポ ー ト 側 に 流 れ る こ と
で 実 差 圧 Δ Pが 指 令 差 圧 Δ Pdに 一 致 す る よ う に 調 整 さ れ 得 る よ う に な っ て い る 。 な お 、 マ
ス タ シ リ ン ダ Ｍ Ｃ の 第 １ ポ ー ト 側 へ 流 入 し た ブ レ ー キ 液 は リ ザ ー バ Ｒ Ｓ 1へ と 還 流 さ れ る
。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 換 言 す れ ば 、 モ ー タ Ｍ Ｔ （ 従 っ て 、 液 圧 ポ ン プ Ｈ Ｐ 1， Ｈ Ｐ 2） が 駆 動 さ れ て い る 場 合 、
常 開 リ ニ ア 電 磁 弁 Ｐ Ｃ 1へ の 指 令 電 流 Idに 応 じ て 上 記 実 差 圧 Δ P（ の 許 容 最 大 値 ） が 制 御 さ
れ 得 る よ う に な っ て い る 。 こ の と き 、 上 記 圧 力 Pw1は 、 第 １ マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 Pmに 実 差
圧 Δ P（ 従 っ て 、 指 令 差 圧 Δ Pd） を 加 え た 値 （ Pm＋ Δ Pd） と な る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 他 方 、 常 開 リ ニ ア 電 磁 弁 Ｐ Ｃ 1を 非 励 磁 状 態 に す る と （ 即 ち 、 指 令 電 流 Idを 「 ０ 」 に 設
定 す る と ） 、 常 開 リ ニ ア 電 磁 弁 Ｐ Ｃ 1は コ イ ル ス プ リ ン グ の 付 勢 力 に よ り 開 状 態 を 維 持 す
る よ う に な っ て い る 。 こ の と き 、 実 差 圧 Δ Pが 「 ０ 」 に な っ て 、 上 記 圧 力 Pw1が 第 １ マ ス タ
シ リ ン ダ 液 圧 Pmと 等 し く な る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 常 開 リ ニ ア 電 磁 弁 Ｐ Ｃ 2も 、 そ の 構 成 ・ 作 動 に つ い て 常 開 リ ニ ア 電 磁 弁 Ｐ Ｃ 1の も の と 同
様 で あ る 。 従 っ て 、 モ ー タ Ｍ Ｔ （ 従 っ て 、 液 圧 ポ ン プ Ｈ Ｐ 1， Ｈ Ｐ 2） が 駆 動 さ れ て い る 場
合 、 常 開 リ ニ ア 電 磁 弁 Ｐ Ｃ 2へ の 指 令 電 流 Idに 応 じ て 、 FRブ レ ー キ 液 圧 調 整 部 ３ ５ の 上 流
部 、 及 び RLブ レ ー キ 液 圧 調 整 部 ３ ６ の 上 流 部 の 圧 力 Pw2は 、 第 ２ マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 Pmに
指 令 差 圧 Δ Pd（ 加 圧 量 ） を 加 え た 値 （ Pm＋ Δ Pd） と な る 。 他 方 、 常 開 リ ニ ア 電 磁 弁 Ｐ Ｃ 2
を 非 励 磁 状 態 に す る と 、 上 記 圧 力 Pw2が 第 ２ マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 Pmと 等 し く な る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 加 え て 、 常 開 リ ニ ア 電 磁 弁 Ｐ Ｃ 1に は 、 ブ レ ー キ 液 の 、 マ ス タ シ リ ン ダ Ｍ Ｃ の 第 １ ポ ー
ト か ら 、 RRブ レ ー キ 液 圧 調 整 部 ３ ３ の 上 流 部 及 び FLブ レ ー キ 液 圧 調 整 部 ３ ４ の 上 流 部 へ の
一 方 向 の 流 れ の み を 許 容 す る チ ェ ッ ク 弁 Ｃ Ｖ ５ が 並 列 に 配 設 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 常
開 リ ニ ア 電 磁 弁 Ｐ Ｃ 1へ の 指 令 電 流 Idに 応 じ て 実 差 圧 Δ Pが 制 御 さ れ て い る 間 に お い て も 、
ブ レ ー キ ペ ダ ル Ｂ Ｐ が 操 作 さ れ る こ と で 第 １ マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 Pmが 上 記 圧 力 Pw1よ り も
高 い 圧 力 に な っ た と き 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル Ｂ Ｐ の 操 作 力 に 応 じ た ブ レ ー キ 液 圧 （ 即 ち 、 第 １
マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 Pm） そ の も の が ホ イ ー ル シ リ ン ダ Wrr， Wflに 供 給 さ れ 得 る よ う に な っ
て い る 。 ま た 、 常 開 リ ニ ア 電 磁 弁 Ｐ Ｃ 2に も 、 上 記 チ ェ ッ ク 弁 Ｃ Ｖ ５ と 同 様 の 機 能 を 達 成
し 得 る チ ェ ッ ク 弁 Ｃ Ｖ ６ が 並 列 に 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 以 上 、 説 明 し た よ う に 、 ブ レ ー キ 液 圧 制 御 装 置 ３ ０ は 、 右 後 輪 RRと 左 前 輪 FLと に 係 わ る
系 統 と 、 左 後 輪 RLと 右 前 輪 FRと に 係 わ る 系 統 の ２ 系 統 の 液 圧 回 路 か ら 構 成 さ れ て い る 。 ブ
レ ー キ 液 圧 制 御 装 置 ３ ０ は 、 全 て の 電 磁 弁 が 非 励 磁 状 態 に あ る と き ブ レ ー キ ペ ダ ル Ｂ Ｐ の
操 作 力 に 応 じ た ブ レ ー キ 液 圧 （ 即 ち 、 マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 Pm） を ホ イ ー ル シ リ ン ダ W**に
そ れ ぞ れ 供 給 で き る よ う に な っ て い る 。 即 ち 、 「 Pw1,Pw2,Pw**＝ Pm」 が 成 立 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 な お 、 各 種 変 数 等 の 末 尾 に 付 さ れ た 「 **」 は 、 同 各 種 変 数 等 が 各 車 輪 FR等 の い ず れ に 関
す る も の で あ る か を 示 す た め に 同 各 種 変 数 等 の 末 尾 に 付 さ れ る 「 fl」 ， 「 fr」 等 の 包 括 表
記 で あ っ て 、 例 え ば 、 ホ イ ー ル シ リ ン ダ W**は 、 左 前 輪 用 ホ イ ー ル シ リ ン ダ Wfl,
右 前 輪 用 ホ イ ー ル シ リ ン ダ Wfr, 左 後 輪 用 ホ イ ー ル シ リ ン ダ Wrl, 右 後 輪 用 ホ イ ー ル シ リ ン
ダ Wrrを 包 括 的 に 示 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 他 方 、 こ の 状 態 に お い て 、 モ ー タ Ｍ Ｔ （ 従 っ て 、 液 圧 ポ ン プ Ｈ Ｐ 1， Ｈ Ｐ 2） を 駆 動 す る
と と も に 、 常 開 リ ニ ア 電 磁 弁 Ｐ Ｃ 1， Ｐ Ｃ 2を 指 令 電 流 Idを も っ て そ れ ぞ れ 励 磁 す る と 、 マ
ス タ シ リ ン ダ 液 圧 Pmよ り も 指 令 電 流 Idに 応 じ て 決 定 さ れ る 指 令 差 圧 Δ Pdだ け 高 い ブ レ ー キ
液 圧 を ホ イ ー ル シ リ ン ダ W**に そ れ ぞ れ 供 給 で き る よ う に な っ て い る 。 即 ち 、 「 Pw1,Pw2,P
w**＝ Pm＋ Δ Pd」 が 成 立 す る 。
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【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 ブ レ ー キ 液 圧 制 御 装 置 ３ ０ は 、 後 述 す る 電 気 式 制 御 装 置 ５ ０ か ら の 指 示 に
よ り 、 マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 Pmに 指 令 差 圧 Δ Pd（ 加 圧 量 ） を 加 え た 液 圧 を 利 用 し て 、 運 転 者
に よ る ブ レ ー キ ペ ダ ル Ｂ Ｐ の 操 作 に か か わ ら ず 、 自 動 ブ レ ー キ 制 御 （ 低 速 走 行 時 車 間 距 離
制 御 ） を 達 成 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 加 え て 、 ブ レ ー キ 液 圧 制 御 装 置 ３ ０ は 、 増 圧 弁 Ｐ Ｕ **、 及 び 減 圧 弁 Ｐ Ｄ **を 制 御 す る こ
と で ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pw**を 個 別 に 調 整 で き る よ う に な っ て い る 。 特 に 、 減 圧 弁 Ｐ Ｄ
**を 制 御 す る こ と に よ り 、 ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pw**を マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 Pmに 指 令 差 圧
Δ Pd（ 加 圧 量 ） を 加 え た 液 圧 よ り も 低 い 液 圧 に 調 整 す る こ と が で き る 。 即 ち 、 ブ レ ー キ 液
圧 制 御 装 置 ３ ０ は 、 運 転 者 に よ る ブ レ ー キ ペ ダ ル Ｂ Ｐ の 操 作 に か か わ ら ず 、 各 車 輪 に 付 与
さ れ る 制 動 力 を 車 輪 毎 に 個 別 に 調 整 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 再 び 図 １ を 参 照 す る と 、 こ の 自 動 ブ レ ー キ 装 置 １ ０ は 、 車 輪 FL， FR， RL及 び RRの 車 輪 速
度 に 応 じ た 周 波 数 を 有 す る 信 号 を そ れ ぞ れ 出 力 す る 電 磁 ピ ッ ク ア ッ プ 式 の 車 輪 速 度 セ ン サ
４ １ fl， ４ １ fr， ４ １ rl及 び ４ １ rrと 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル Ｂ Ｐ の 操 作 の 有 無 に 応 じ て オ ン 状
態 又 は オ フ 状 態 に な る 信 号 を 出 力 す る ブ レ ー キ ス イ ッ チ ４ ２ と 、 自 車 両 の 前 方 を 走 行 す る
前 方 車 両 と 自 車 両 と の 車 間 距 離 を 検 出 し 、 同 車 間 距 離 Lを 示 す 信 号 を 出 力 す る レ ー ダ セ ン
サ ４ ３ と 、 （ 第 １ ） マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 を 検 出 し 、 マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 Pmを 示 す 信 号 を 出
力 す る マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 セ ン サ ４ ４ （ 図 ２ を 参 照 ） と 、 RRブ レ ー キ 液 圧 調 整 部 ３ ３ と FL
ブ レ ー キ 液 圧 調 整 部 ３ ４ の 上 流 部 の 圧 力 、 及 び FRブ レ ー キ 液 圧 調 整 部 ３ ５ と RLブ レ ー キ 液
圧 調 整 部 ３ ６ の 上 流 部 の 圧 力 を そ れ ぞ れ 検 出 し 、 ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pw1及 び Pw2を 示 す
信 号 を そ れ ぞ れ 出 力 す る ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 セ ン サ ４ ５ － １ ， ４ ５ － ２ （ 図 ２ を 参 照 ）
と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ま た 、 自 動 ブ レ ー キ 装 置 １ ０ は 電 気 式 制 御 装 置 ５ ０ を 備 え て い る 。 電 気 式 制 御 装 置 ５ ０
は 、 互 い に バ ス で 接 続 さ れ た Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ が 実 行 す る ル ー チ ン （ プ ロ グ ラ ム ）
、 テ ー ブ ル （ ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル 、 マ ッ プ ） 、 定 数 等 を 予 め 記 憶 し た Ｒ Ｏ Ｍ ５ ２ 、 Ｃ Ｐ
Ｕ ５ １ が 必 要 に 応 じ て デ ー タ を 一 時 的 に 格 納 す る Ｒ Ａ Ｍ ５ ３ 、 電 源 が 投 入 さ れ た 状 態 で デ
ー タ を 格 納 す る と と も に 同 格 納 し た デ ー タ を 電 源 が 遮 断 さ れ て い る 間 も 保 持 す る バ ッ ク ア
ッ プ Ｒ Ａ Ｍ ５ ４ 、 及 び Ａ Ｄ コ ン バ ー タ を 含 む イ ン タ ー フ ェ ー ス ５ ５ 等 か ら な る マ イ ク ロ コ
ン ピ ュ ー タ で あ る 。 イ ン タ ー フ ェ ー ス ５ ５ は 、 前 記 セ ン サ 等 ４ １ ～ ４ ５ と 接 続 さ れ 、 セ ン
サ 等 ４ １ ～ ４ ５ か ら の 信 号 を Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ に 供 給 す る と と も に 、 同 Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ の 指 示 に 応 じ
て ブ レ ー キ 液 圧 制 御 装 置 ３ ０ の 各 電 磁 弁 及 び モ ー タ Ｍ Ｔ に 駆 動 信 号 を 送 出 す る よ う に な っ
て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
（ 自 動 ブ レ ー キ 制 御 の 概 要 ）
　 次 に 、 上 記 構 成 を 有 す る 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 自 動 ブ レ ー キ 制 御 装 置 が 適 用 さ れ
る 自 動 ブ レ ー キ 装 置 １ ０ （ 以 下 、 「 本 装 置 」 と 云 う こ と も あ る 。 ） が 実 行 す る 自 動 ブ レ ー
キ 制 御 （ 低 速 走 行 時 車 間 距 離 制 御 ） の 概 要 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 自 動 ブ レ ー キ 制 御 は 、
渋 滞 時 等 、 車 両 が 比 較 的 低 速 で 走 行 し て い る 場 合 に お い て 、 自 車 両 と 自 車 両 の 前 方 を 走 行
す る 前 方 車 両 と の 車 間 距 離 Lが 所 定 基 準 値 以 下 と な る 等 の 後 述 す る 自 動 ブ レ ー キ 制 御 開 始
条 件 が 成 立 す る と 、 適 切 な 車 間 距 離 Lを 維 持 す る た め に 運 転 者 の ブ レ ー キ ペ ダ ル 操 作 と は
独 立 し て 車 両 に 所 定 の 制 動 力 を 自 動 的 に 発 生 さ せ る 制 御 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 具 体 的 に は 、 本 装 置 は 、 自 動 ブ レ ー キ 制 御 開 始 条 件 が 成 立 す る と 、 上 記 実 差 圧 Δ P（ 加
圧 量 ） の 目 標 値 で あ る 目 標 差 圧 Δ Pt（ 下 限 値 PwL≦ Δ Pt≦ 上 限 値 PwH） を 後 述 す る よ う に 決
定 し 、 実 差 圧 Δ Pが 目 標 差 圧 Δ Ptと 一 致 す る よ う に モ ー タ Ｍ Ｔ 、 及 び 常 開 リ ニ ア 電 磁 弁 Ｐ
Ｃ 1， Ｐ Ｃ 2を 制 御 す る 。 こ れ に よ り 、 ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pw1,Pw2（ ＝ Pw**） が マ ス タ
シ リ ン ダ 液 圧 Pmよ り も 目 標 差 圧 Δ Ptだ け 高 い 圧 力 に 制 御 さ れ 、 こ の 結 果 、 車 両 に 目 標 液 圧
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Δ Ptに 応 じ た 制 動 力 が 自 動 的 に 発 生 す る 。 以 上 が 、 自 動 ブ レ ー キ 制 御 の 概 要 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
（ ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド 時 に お け る ブ レ ー キ フ ィ ー リ ン グ の 向 上 ）
　 次 に 、 上 述 し た 自 動 ブ レ ー キ 制 御 が 既 に 実 行 さ れ て い る 状 態 で 運 転 者 に よ る ブ レ ー キ ペ
ダ ル 操 作 （ 即 ち 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド ） が な さ れ た 場 合 に お け る 、 上 記 ブ レ ー キ オ ー
バ ー ラ イ ド 時 ブ レ ー キ 液 吸 収 部 ３ ８ の 作 用 に よ る ブ レ ー キ フ ィ ー リ ン グ の 向 上 に つ い て 説
明 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 本 装 置 で は 、 上 述 し た 自 動 ブ レ ー キ 制 御 が 実 行 さ れ て い な い 状 態 で 運 転 者 が ブ レ ー キ ペ
ダ ル を 操 作 し た 場 合 （ 即 ち 、 上 述 し た 「 通 常 の ブ レ ー キ 操 作 」 が な さ れ た 場 合 ） 、 ブ レ ー
キ ペ ダ ル Ｂ Ｐ の ス ト ロ ー ク Stと ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pwと の 関 係 （ 静 的 な 関 係 ） は 、 上 述
し た 図 １ ４ に 示 し た 実 線 と 同 様 、 図 ４ に 実 線 Ａ で 示 す よ う に な る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 即 ち 、 先 ず 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stが 「 ０ 」 か ら 無 効 ス ト ロ ー ク SOに 達 す る ま で
の 初 期 段 階 で は 、 上 述 し た 無 効 液 量 の 消 費 に よ り 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stが 増 大 し
て も ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pwが 殆 ど 増 大 し な い 。 従 っ て 、 車 両 の 制 動 に 寄 与 し 得 る 程 度 の
ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pwが 実 質 的 に 発 生 し 得 な い 。 換 言 す れ ば 、 上 記 下 限 値 PwLは 、 実 線
Ａ に お け る 無 効 ス ト ロ ー ク S0に 対 応 す る ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pwよ り も 高 い 値 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク が 無 効 ス ト ロ ー ク SOを 超 え た 段 階 で は 、 ブ レ ー キ パ ッ ド が ブ
レ ー キ デ ィ ス ク に 既 に 接 触 し て い る 。 こ の 段 階 で は 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stの 増 大
に 応 じ て 車 両 の 制 動 に 実 質 的 に 寄 与 し 得 る ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pwが 実 線 Ａ に 示 す よ う に
比 較 的 大 き な 増 加 勾 配 を も っ て 増 大 し て い く 。 こ の 段 階 で の ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pwの 増
加 特 性 は 、 主 と し て 、 バ キ ュ ー ム ブ ー ス タ Ｖ Ｂ （ 図 ２ を 参 照 ） の 作 動 特 性 、 並 び に 、 ホ イ
ー ル シ リ ン ダ W**、 ブ レ ー キ 配 管 、 ブ レ ー キ パ ッ ド の 弾 性 特 性 等 に 依 存 し て 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 次 に 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド が な さ れ た 場 合 に お け る ブ レ ー キ ペ ダ ル Ｂ Ｐ の ス ト ロ ー
ク Stと ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pwと の 関 係 （ 静 的 な 関 係 ） に つ い て 考 え る 。 先 ず 、 本 装 置 に
お い て 上 記 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド 時 ブ レ ー キ 液 吸 収 部 ３ ８ が 配 設 さ れ て い な い も の と 仮
定 し た 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 以 下 、 上 記 自 動 ブ レ ー キ 制 御 に よ り 上 記 目 標 差 圧 Δ Pt（ 従 っ て 、 実 差 圧 Δ P） が 或 る 値 P
wC（ PwL＜ PwC＜ PwH） に 維 持 さ れ 、 こ の 結 果 、 運 転 者 に よ る ブ レ ー キ ペ ダ ル 操 作 開 始 時 点
（ 即 ち 、 オ ー バ ー ラ イ ド 開 始 時 点 。 St＝ 0） で ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pwが 上 記 値 PwCに 制 御
さ れ て い る 場 合 を 例 に 採 っ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド が な さ れ る 場 合 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stが 「 ０ 」 の 段 階
か ら ブ レ ー キ パ ッ ド が ブ レ ー キ デ ィ ス ク に 既 に 接 触 し て い る か ら 上 記 無 効 液 量 の 消 費 が 発
生 し な い 。 こ の 結 果 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stの 「 ０ 」 か ら の 増 大 に 対 応 す る ホ イ ー
ル シ リ ン ダ 液 圧 Pwの 増 加 特 性 は 、 通 常 の ブ レ ー キ 操 作 の 場 合 に お け る ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト
ロ ー ク Stの 「 ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pw＝ PwC」 と な る 場 合 に 対 応 す る 値 S1（ 図 ４ を 参 照 ）
か ら の 増 大 に 対 応 す る ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pwの 増 加 特 性 （ 即 ち 、 実 線 Ａ に お い て 点 ａ か
ら 上 の 部 分 ） と 一 致 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 換 言 す れ ば 、 こ の 場 合 に お け る ブ レ ー キ ペ ダ ル Ｂ Ｐ の ス ト ロ ー ク Stと ホ イ ー ル シ リ ン ダ
液 圧 Pwと の 関 係 （ 静 的 な 関 係 ） は 、 図 ４ に 破 線 Ｂ で 示 す よ う に 、 実 線 Ａ に お け る ホ イ ー ル
シ リ ン ダ 液 圧 Pwが 値 PwC以 上 に 対 応 す る 部 分 （ 実 線 Ａ に お け る 点 ａ か ら 上 の 部 分 ） を ブ レ
ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク S1に 相 当 す る 分 だ け 図 ４ に お い て 左 方 向 へ 平 行 移 動 し て 得 ら れ る 線
で 示 さ れ る 関 係 と 一 致 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
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　 こ の よ う に 、 上 記 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド 時 ブ レ ー キ 液 吸 収 部 ３ ８ が 配 設 さ れ て い な い
も の と 仮 定 す る と 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド が な さ れ た 場 合 （ 図 ４ の 破 線 Ｂ ） 、 通 常 の ブ
レ ー キ 操 作 が な さ れ た 場 合 （ 図 ４ の 実 線 Ａ ） に 比 し て 、 同 一 の ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク
Stに 対 す る ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pw（ 従 っ て 、 車 両 に 働 く 制 動 力 ） が 相 当 に 大 き く な る 。
こ の 結 果 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド が な さ れ た 場 合 に お い て 運 転 者 が 感 じ る ブ レ ー キ フ ィ
ー リ ン グ に 相 当 の 違 和 感 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 こ れ に 対 し 、 本 装 置 は 、 上 述 し た よ う に 、 実 際 に は 上 記 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド 時 ブ レ
ー キ 液 吸 収 部 ３ ８ を 備 え て い る 。 そ し て 、 本 装 置 は 、 上 記 自 動 ブ レ ー キ 制 御 が 実 行 さ れ て
い な い 場 合 、 上 記 カ ッ ト 弁 Ｐ Ａ 1， Ｐ Ａ 2を 非 励 磁 状 態 （ 従 っ て 、 閉 状 態 ） に 維 持 す る 。 一
方 、 自 動 ブ レ ー キ 制 御 が 実 行 さ れ て い る 場 合 、 先 ず 、 カ ッ ト 弁 Ｐ Ａ 1， Ｐ Ａ 2が 共 に 励 磁 状
態 （ 従 っ て 、 開 状 態 ） に 維 持 さ れ る 場 合 に つ い て 考 え る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 こ の 場 合 、 例 え ば 、 上 述 し た 図 ４ の 破 線 Ｂ で 示 し た 例 の 場 合 と 同 様 、 自 動 ブ レ ー キ 制 御
に よ り 目 標 差 圧 Δ Ptが 値 PwCに 維 持 さ れ て ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stが 「 ０ 」 の 時 点 で
ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pwが 値 PwCに な っ て い る 場 合 を 例 に 採 っ て 説 明 す る と 、 ブ レ ー キ オ
ー バ ー ラ イ ド が な さ れ た 場 合 に お け る ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stと ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液
圧 Pwと の 静 的 な 関 係 は 、 図 ５ に 破 線 Ｂ で 示 す よ う に な る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 な お 、 図 ５ に お い て 、 値 S2は 、 リ ザ ー バ Ｒ Ａ 1， Ｒ Ａ 2の 各 最 大 容 量 の 和 に 対 応 す る ブ レ
ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stで あ り 、 本 例 で は 、 先 の 図 ４ の 値 S1と 等 し い 。 ま た 、 図 ５ に お け
る 実 線 Ａ は 、 図 ４ と 同 様 、 通 常 の ブ レ ー キ 操 作 が な さ れ た 場 合 に お け る ブ レ ー キ ペ ダ ル ス
ト ロ ー ク Stと ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pwと の 関 係 を 示 し て い る 。 以 下 、 図 ５ の 破 線 Ｂ に つ い
て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 先 ず 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stが 「 ０ 」 か ら 値 S2に 達 す る ま で の 初 期 段 階 で は 、 ブ
レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stの 増 加 に 応 じ て マ ス タ シ リ ン ダ Ｍ Ｃ か ら 吐 出 さ れ る ブ レ ー キ 液
の 総 て が リ ザ ー バ Ｒ Ａ 1， Ｒ Ａ 2に 吸 収 さ れ て い く （ 従 っ て 、 リ ザ ー バ Ｒ Ａ 1， Ｒ Ａ 2の 容 量
が 最 小 容 量 （ 例 え ば 、 「 ０ 」 ） か ら 増 大 し て い く ） 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 こ の 結 果 、 上 述 し た よ う に 、 リ ザ ー バ Ｒ Ａ 1， Ｒ Ａ 2内 部 の ブ レ ー キ 液 圧 （ 即 ち 、 マ ス タ
シ リ ン ダ 液 圧 Pm） が コ イ ル ス プ リ ン グ Ｓ Ｐ 1， Ｓ Ｐ 2の バ ネ 定 数 （ 及 び 、 リ ザ ー バ 底 部 の 受
圧 面 積 ） に よ り 決 定 さ れ る 勾 配 を も っ て 「 ０ 」 か ら 増 大 し て い く 。 こ れ に 伴 い 、 図 ５ の 破
線 Ｂ に 示 す よ う に 、 ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pw1， Pw2（ ＝ Pm＋ Δ Pt） も 、 目 標 差 圧 Δ Ptが 値
PwCで 一 定 に 維 持 さ れ て い る こ と に 起 因 し て 、 値 PwCか ら 点 ｂ （ 図 ５ を 参 照 ） に 対 応 す る 値
ま で 同 じ 勾 配 を も っ て 増 大 し て い く 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stが 値 S2に 達 す る と 、 リ ザ ー バ Ｒ Ａ 1， Ｒ Ａ 2の 容 量 が 最 大 容
量 と な る か ら リ ザ ー バ Ｒ Ａ 1， Ｒ Ａ 2は 更 な る ブ レ ー キ 液 を 吸 収 す る こ と が で き な く な る 。
従 っ て 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stの 値 S2か ら の 増 大 に 対 応 す る ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧
Pwの 増 加 特 性 は 、 通 常 の ブ レ ー キ 操 作 の 場 合 （ 図 ５ に お け る 実 線 Ａ ） に お け る ブ レ ー キ ペ
ダ ル ス ト ロ ー ク Stの 「 ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pwが 点 ｂ に 対 応 す る 値 」 と な る 場 合 に 対 応 す
る 値 か ら の 増 大 に 対 応 す る ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pwの 増 加 特 性 （ 即 ち 、 実 線 Ａ に お い て 点
ｂ ’ か ら 上 の 部 分 ） と 一 致 す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 換 言 す れ ば 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stが 値 S2を 越 え る 場 合 に お け る ブ レ ー キ ペ ダ ル
ス ト ロ ー ク Stと ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pwと の 関 係 （ 静 的 な 関 係 ） は 、 図 ５ に 破 線 Ｂ で 示 す
よ う に 、 実 線 Ａ に お け る 点 ｂ ’ か ら 上 の 部 分 を 点 ｂ ’ が 点 ｂ に 一 致 す る ま で 図 ５ に お い て
左 方 向 へ 平 行 移 動 し て 得 ら れ る 線 で 示 さ れ る 関 係 と 一 致 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
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　 こ こ で 、 図 ５ の 破 線 Ｂ と 図 ４ の 破 線 Ｂ と を 比 較 す れ ば 明 ら か な よ う に 、 図 ５ の 破 線 Ｂ で
示 さ れ る 関 係 は 、 図 ４ の 破 線 Ｂ で 示 さ れ る 関 係 よ り も 、 通 常 の ブ レ ー キ 操 作 が な さ れ た 場
合 に 対 応 す る 関 係 （ 実 線 Ａ で 示 さ れ る 関 係 ） に よ り 近 い 関 係 と な る 。 即 ち 、 自 動 ブ レ ー キ
制 御 が 実 行 さ れ て い る 場 合 に カ ッ ト 弁 Ｐ Ａ 1， Ｐ Ａ 2を 共 に 開 状 態 と す る こ と で 、 ブ レ ー キ
オ ー バ ー ラ イ ド が な さ れ た 場 合 に お い て 違 和 感 の 少 な い ブ レ ー キ フ ィ ー リ ン グ を 得 る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 ま た 、 自 動 ブ レ ー キ 制 御 に お け る 目 標 差 圧 Δ Ptが 上 限 値 PwHに 維 持 さ れ て ブ レ ー キ ペ ダ
ル ス ト ロ ー ク Stが 「 ０ 」 の 時 点 で ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pwが 同 上 限 値 PwHに な っ て い る 場
合 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stと ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pwと の 関 係 （ 静 的 な 関 係 ） は 、
図 ５ の 一 点 鎖 線 Ｃ で 示 さ れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 即 ち 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stが 「 ０ 」 か ら 値 S2に 達 す る ま で の 初 期 段 階 で は 、 ブ
レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stの 増 加 に 応 じ て ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pw1， Pw2（ ＝ Pm＋ Δ Pt）
が 値 PwHか ら 点 ｃ （ 図 ５ を 参 照 ） に 対 応 す る 値 ま で 破 線 Ｂ と 同 じ 勾 配 を も っ て 増 大 し て い
く 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stが 値 S2を 超 え る と 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stと ホ イ ー
ル シ リ ン ダ 液 圧 Pwと の 関 係 （ 静 的 な 関 係 ） は 、 実 線 Ａ に お け る 点 ｃ ’ か ら 上 の 部 分 を 点 ｃ
’ が 点 ｃ に 一 致 す る ま で 図 ５ に お い て 左 方 向 へ 平 行 移 動 し て 得 ら れ る 線 で 示 さ れ る 関 係 と
な る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 同 様 に 、 自 動 ブ レ ー キ 制 御 に お け る 目 標 差 圧 Δ Ptが 下 限 値 PwLに 維 持 さ れ て ブ レ ー キ ペ
ダ ル ス ト ロ ー ク Stが 「 ０ 」 の 時 点 で ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pwが 同 下 限 値 PwLに な っ て い る
場 合 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stと ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pwと の 関 係 （ 静 的 な 関 係 ） は
、 図 ５ の 二 点 鎖 線 Ｄ で 示 さ れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 即 ち 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stが 「 ０ 」 か ら 値 S2に 達 す る ま で の 初 期 段 階 で は 、 ブ
レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stの 増 加 に 応 じ て ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pw1， Pw2（ ＝ Pm＋ Δ Pt）
が 値 PwLか ら 点 ｄ （ 図 ５ を 参 照 ） に 対 応 す る 値 ま で 破 線 Ｂ と 同 じ 勾 配 を も っ て 増 大 し て い
く 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stが 値 S2を 超 え る と 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stと ホ イ ー
ル シ リ ン ダ 液 圧 Pwと の 関 係 （ 静 的 な 関 係 ） は 、 実 線 Ａ に お け る 点 ｄ ’ か ら 上 の 部 分 を 点 ｄ
’ が 点 ｄ に 一 致 す る ま で 図 ５ に お い て 右 方 向 へ 平 行 移 動 し て 得 ら れ る 線 で 示 さ れ る 関 係 と
な る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 以 上 の こ と か ら 、 自 動 ブ レ ー キ 制 御 が 実 行 さ れ て い る 場 合 （ 即 ち 、 目 標 差 圧 Δ Ptが 下 限
値 PwL以 上 、 上 限 値 PwH以 下 の 或 る 値 に 設 定 さ れ て い る 場 合 ） 、 カ ッ ト 弁 Ｐ Ａ 1， Ｐ Ａ 2を 共
に 開 状 態 と す る こ と で 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stと ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pwと の 関 係
（ 静 的 な 関 係 ） を 、 図 ５ の 一 点 鎖 線 Ｃ と 二 点 鎖 線 Ｄ と で 挟 ま れ た 領 域 内 （ 図 ５ に お い て 微
細 な ド ッ ト で 示 さ れ る 領 域 を 参 照 。 ） に 置 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 従 っ て 、 図 ５ の 一 点 鎖 線 Ｃ と 二 点 鎖 線 Ｄ と で 挟 ま れ た 領 域 内 と 図 ４ の 破 線 Ｂ と の 比 較 か
ら 明 ら か な よ う に 、 自 動 ブ レ ー キ 制 御 中 に お け る 目 標 差 圧 Δ Pt（ 加 圧 量 ） が 下 限 値 PwLと
上 限 値 PwHと の 間 で 変 動 し て も 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stと ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pw
と の 関 係 は 、 図 ４ の 破 線 Ｂ で 示 さ れ る 関 係 よ り も 、 通 常 の ブ レ ー キ 操 作 が な さ れ た 場 合 に
対 応 す る 関 係 （ 実 線 Ａ で 示 さ れ る 関 係 ） に よ り 近 い 関 係 と な り 得 る 。 即 ち 、 自 動 ブ レ ー キ
制 御 中 に お け る 目 標 差 圧 Δ Pt（ 加 圧 量 ） に か か わ ら ず 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド が な さ れ
た 場 合 に お い て 違 和 感 の 少 な い ブ レ ー キ フ ィ ー リ ン グ を 得 る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ９ ４ 】
　 ま た 、 図 ５ の 一 点 鎖 線 Ｃ と 二 点 鎖 線 Ｄ と で 挟 ま れ た 領 域 は 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク
Stが 「 ０ 」 か ら 値 S2に 達 す る ま で の ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pwの 増 加 勾 配 （ 従 っ て 、 コ イ ル
ス プ リ ン グ Ｓ Ｐ 1， Ｓ Ｐ 2の バ ネ 定 数 ） 、 及 び 値 S2（ 従 っ て 、 リ ザ ー バ Ｒ Ａ 1， Ｒ Ａ 2の 各 最
大 容 量 ） に 基 づ い て 決 定 さ れ る 。 従 っ て 、 リ ザ ー バ Ｒ Ａ 1， Ｒ Ａ 2の 各 最 大 容 量 、 及 び コ イ
ル ス プ リ ン グ Ｓ Ｐ 1， Ｓ Ｐ 2の バ ネ 定 数 を 適 宜 調 整 す る こ と で 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド が
な さ れ た 場 合 に お い て よ り 違 和 感 の 少 な い ブ レ ー キ フ ィ ー リ ン グ を 得 る こ と が 可 能 と な る
。
【 ０ ０ ９ ５ 】
（ ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク に 対 す る ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 が 通 常 の ブ レ ー キ 操 作 が な さ
れ た 場 合 よ り も 小 さ く な る 事 態 の 発 生 の 防 止 ）
　 上 述 し た 図 ５ の 一 点 鎖 線 Ｃ と 二 点 鎖 線 Ｄ と で 挟 ま れ た 領 域 に は 、 図 ５ の 実 線 Ａ よ り も 図
５ に お い て 下 方 （ 或 い は 、 右 方 ） に 位 置 す る 部 分 が 存 在 し て い る 。 換 言 す れ ば 、 ブ レ ー キ
ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stに 対 す る ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pwが 通 常 の ブ レ ー キ 操 作 が な さ れ た 場
合 よ り も 小 さ く な る 場 合 が 発 生 し て い る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 こ の こ と は 、 運 転 者 が 期 待 す る 制 動 力 が 得 ら れ な い こ と に 繋 が り 、 従 っ て 、 ブ レ ー キ フ
ィ ー リ ン グ に 相 当 の 違 和 感 を 発 生 さ せ る こ と に な る か ら 好 ま し く な い 。 即 ち 、 ブ レ ー キ ペ
ダ ル ス ト ロ ー ク Stに 対 す る ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pwが 通 常 の ブ レ ー キ 操 作 が な さ れ た 場 合
よ り も 小 さ く な る 事 態 の 発 生 を 防 止 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 こ の た め 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 所 定 液 圧 Pwaを 導 入 し 、 オ ー バ ー ラ イ ド 開 始 時 点 で の ホ
イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pw（ PwL≦ Pw≦ PwH） が 所 定 液 圧 Pwa以 上 の 場 合 （ 即 ち 、 Pwa≦ Pw≦ PwH
の 場 合 ） 、 上 述 と 同 様 、 同 オ ー バ ー ラ イ ド 中 に 亘 っ て カ ッ ト 弁 Ｐ Ａ 1， Ｐ Ａ 2を 共 に 励 磁 状
態 （ 従 っ て 、 開 状 態 ） に 維 持 す る 一 方 、 オ ー バ ー ラ イ ド 開 始 時 点 で の ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液
圧 Pw（ PwL≦ Pw≦ PwH） が 所 定 液 圧 Pwa未 満 の 場 合 （ 即 ち 、 PwL≦ Pw＜ Pwaの 場 合 ） 、 同 オ ー
バ ー ラ イ ド 中 に 亘 っ て カ ッ ト 弁 Ｐ Ａ 1の み を 励 磁 状 態 （ 従 っ て 、 開 状 態 ） に 維 持 す る こ と
を 考 え る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 こ こ で 、 所 定 液 圧 Pwaは 、 上 述 し た 図 ５ の 実 線 Ａ と 同 一 の 図 ６ の 実 線 Ａ 上 の 点 で あ っ て
ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stが 上 記 値 S2と な る 点 で あ る 点 ａ を 通 り 、 傾 き が 、 ブ レ ー キ ペ
ダ ル ス ト ロ ー ク Stが 「 ０ 」 か ら 値 S2に 達 す る ま で の 初 期 段 階 に お け る 図 ６ に お け る 破 線 Ｂ
（ 図 ５ に お け る 破 線 Ｂ と 同 一 ） の 傾 き と 同 じ で あ る 直 線 上 の 点 で あ っ て ブ レ ー キ ペ ダ ル ス
ト ロ ー ク Stが 「 ０ 」 と な る 点 に 対 応 す る 値 （ 大 気 圧 よ り も 高 い 圧 力 ） で あ る （ 図 ６ を 参 照
） 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 こ の 場 合 、 自 動 ブ レ ー キ 制 御 に お け る 目 標 差 圧 Δ Ptが 下 限 値 PwLに 維 持 さ れ て い て ブ レ
ー キ オ ー バ ー ラ イ ド 開 始 時 点 で ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pwが 同 下 限 値 PwLに な っ て い る 状 態
で ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド が 実 行 さ れ る と 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stと ホ イ ー ル シ リ
ン ダ 液 圧 Pwと の 関 係 （ 静 的 な 関 係 ） は 、 図 ６ の 二 点 鎖 線 Ｄ で 示 さ れ る よ う に な る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 即 ち 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stが 「 ０ 」 か ら リ ザ ー バ Ｒ Ａ 1の み の 最 大 容 量 に 対 応
す る ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク で あ る 値 S3（ ＝ (1/2)・ S2） に 達 す る ま で の 初 期 段 階 で は
、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stの 増 加 に 応 じ て ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pw1， Pw2（ ＝ Pm＋ Δ
Pt） が 値 PwLか ら 点 ｄ （ 図 ６ を 参 照 ） に 対 応 す る 値 ま で 破 線 Ｂ と 略 同 一 の 勾 配 （ よ り 正 確
に は 、 コ イ ル ス プ リ ン グ Ｓ Ｐ 1の バ ネ 定 数 （ 及 び 、 リ ザ ー バ Ｒ Ａ 1の 底 部 の 受 圧 面 積 ） の み
に よ り 決 定 さ れ る 勾 配 ） を も っ て 増 大 し て い く 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stが 値 S3を 超 え る と 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stと ホ イ ー
ル シ リ ン ダ 液 圧 Pwと の 関 係 （ 静 的 な 関 係 ） は 、 実 線 Ａ に お け る 点 ｄ ’ か ら 上 の 部 分 を 点 ｄ
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’ が 点 ｄ に 一 致 す る ま で 図 ６ に お い て 左 方 向 へ 平 行 移 動 し て 得 ら れ る 線 で 示 さ れ る 関 係 と
な る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 以 上 の こ と か ら 、 オ ー バ ー ラ イ ド 開 始 時 点 で の ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pw（ PwL≦ Pw≦ PwH
） が 所 定 液 圧 Pwa未 満 の 場 合 （ 即 ち 、 PwL≦ Pw＜ Pwaの 場 合 ） 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク S
tと ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pwと の 関 係 （ 静 的 な 関 係 ） を 、 図 ６ の 実 線 Ａ よ り も 図 ６ に お い
て 上 方 （ 或 い は 、 左 方 ） の 領 域 内 に 必 ず 置 く こ と が で き る 。 ま た 、 図 ６ か ら 理 解 で き る よ
う に 、 オ ー バ ー ラ イ ド 開 始 時 点 で の ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pw（ PwL≦ Pw≦ PwH） が 所 定 液 圧
Pwa以 上 の 場 合 （ 即 ち 、 Pwa≦ Pw≦ PwHの 場 合 ） も 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stと ホ イ ー
ル シ リ ン ダ 液 圧 Pwと の 関 係 （ 静 的 な 関 係 ） を 、 図 ６ の 実 線 Ａ 上 、 或 い は 、 同 実 線 Ａ よ り も
図 ６ に お い て 上 方 （ 或 い は 、 左 方 ） の 領 域 内 に 必 ず 置 く こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 換 言 す れ ば 、 自 動 ブ レ ー キ 制 御 が 実 行 さ れ て い る 場 合 （ 即 ち 、 目 標 差 圧 Δ Ptが 下 限 値 Pw
L以 上 、 上 限 値 PwH以 下 の 或 る 値 に 設 定 さ れ て い る 場 合 ） 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stと
ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pwと の 関 係 （ 静 的 な 関 係 ） を 、 図 ６ に お い て 微 細 な ド ッ ト で 示 さ れ
る 領 域 内 に 置 く こ と が で き る 。 従 っ て 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stに 対 す る ホ イ ー ル シ
リ ン ダ 液 圧 Pwが 通 常 の ブ レ ー キ 操 作 が な さ れ た 場 合 よ り も 小 さ く な る 事 態 の 発 生 を 防 止 す
る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 以 上 の こ と か ら 、 本 装 置 は 、 特 定 処 理 と し て 、 オ ー バ ー ラ イ ド 開 始 時 点 で の ホ イ ー ル シ
リ ン ダ 液 圧 Pw（ PwL≦ Pw≦ PwH） が 上 記 所 定 液 圧 Pwa以 上 の 場 合 （ 即 ち 、 Pwa≦ Pw≦ PwHの 場
合 ） 、 同 オ ー バ ー ラ イ ド 中 に 亘 っ て カ ッ ト 弁 Ｐ Ａ 1， Ｐ Ａ 2を 共 に 励 磁 状 態 （ 従 っ て 、 開 状
態 ） に 維 持 す る 一 方 、 オ ー バ ー ラ イ ド 開 始 時 点 で の ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pw（ PwL≦ Pw≦ P
wH） が 同 所 定 液 圧 Pwa未 満 の 場 合 （ 即 ち 、 PwL≦ Pw＜ Pwaの 場 合 ） 、 同 オ ー バ ー ラ イ ド 中 に
亘 っ て カ ッ ト 弁 Ｐ Ａ 1の み を 励 磁 状 態 （ 従 っ て 、 開 状 態 ） に 維 持 す る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 以 上 、 上 記 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド 時 ブ レ ー キ 液 吸 収 部 ３ ８ の 作 用 に よ る ブ レ ー キ オ ー
バ ー ラ イ ド 時 に お け る ブ レ ー キ フ ィ ー リ ン グ の 向 上 に つ い て 説 明 し た 。
【 ０ １ ０ ６ 】
（ 実 際 の 作 動 ）
　 次 に 、 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 自 動 ブ レ ー キ 制 御 装 置 の 実
際 の 作 動 に つ い て 、 電 気 式 制 御 装 置 ５ ０ の Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ が 実 行 す る ル ー チ ン を フ ロ ー チ ャ ー
ト に よ り 示 し た 図 ７ ～ 図 １ ０ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
<車 輪 速 度 等 の 算 出 >
　 Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は 、 図 ７ に 示 し た 車 輪 速 度 等 の 算 出 を 行 う ル ー チ ン を 所 定 時 間 （ 実 行 間 隔 時
間 Δ ｔ 。 例 え ば 、 ６ msec） の 経 過 毎 に 繰 り 返 し 実 行 し て い る 。 従 っ て 、 所 定 の タ イ ミ ン グ
に な る と 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は ス テ ッ プ ７ ０ ０ か ら 処 理 を 開 始 し 、 ス テ ッ プ ７ ０ ５ に 進 ん で 、 車
輪 **の 現 時 点 で の 車 輪 速 度 （ 車 輪 **の 外 周 の 速 度 ） Vw**を そ れ ぞ れ 算 出 す る 。 具 体 的 に は
、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は 車 輪 速 度 セ ン サ ４ １ **の 出 力 値 の 変 動 周 波 数 に 基 づ い て 車 輪 速 度 Vw**を そ
れ ぞ れ 算 出 す る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 次 い で 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は ス テ ッ プ ７ １ ０ に 進 み 、 上 記 求 め た 車 輪 速 度 Vw**に 基 づ い て 推 定
車 体 速 度 Vsoを 算 出 す る 。 こ の 推 定 車 体 速 度 Vsoは 、 例 え ば 、 車 両 が 駆 動 状 態 に あ る 場 合 に
は 車 輪 速 度 Vw**の う ち の 最 小 値 に 設 定 さ れ 、 車 両 が 制 動 状 態 に あ る 場 合 に は 車 輪 速 度 Vw**
の う ち の 最 大 値 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 次 い で 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は ス テ ッ プ ７ １ ５ に 進 み 、 レ ー ダ セ ン サ ４ ３ の 出 力 に 基 づ い て 自 車
両 と 前 方 車 両 と の 間 の 車 間 距 離 Lを 算 出 し 、 続 く ス テ ッ プ ７ ２ ０ に て 、 ス テ ッ プ ７ ２ ０ 内
に 記 載 の 式 に 基 づ い て 相 対 接 近 速 度 dLを 算 出 す る 。 こ の 相 対 接 近 速 度 dLは 、 後 述 す る 自 動

10

20

30

40

50

(17) JP 2006-159949 A 2006.6.22



ブ レ ー キ 制 御 開 始 ・ 終 了 判 定 の 際 に 使 用 さ れ る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 こ こ で 、 車 間 距 離 Lと し て は 先 の ス テ ッ プ ７ １ ５ に て 算 出 し た 値 が 使 用 さ れ る 。 ま た 、 L
bは 前 回 の 車 間 距 離 で あ っ て 、 前 回 の 車 間 距 離 Lbと し て は 前 回 の 本 ル ー チ ン 実 行 時 に て 次
の ス テ ッ プ ７ ２ ５ に て 設 定 さ れ て い る 値 が 使 用 さ れ る 。 即 ち 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ １ は ス テ ッ プ ７ ２
５ に て 前 回 の 車 間 距 離 Lbを 先 の ス テ ッ プ ７ １ ５ に て 算 出 し た （ 今 回 の ） 車 間 距 離 Lの 値 に
設 定 す る 。 そ し て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は 、 ス テ ッ プ ７ ９ ５ に 進 ん で 本 ル ー チ ン を 一 旦 終 了 す る 。
【 ０ １ １ １ 】
（ 自 動 ブ レ ー キ 制 御 の 開 始 ・ 終 了 判 定 ）
　 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は 、 図 ８ に 示 し た 自 動 ブ レ ー キ 制 御 の 開 始 ・ 終 了 判 定 を 行 う ル ー チ ン
を 所 定 時 間 （ 例 え ば 、 ６ msec） の 経 過 毎 に 繰 り 返 し 実 行 し て い る 。 従 っ て 、 所 定 の タ イ ミ
ン グ に な る と 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は ス テ ッ プ ８ ０ ０ か ら 処 理 を 開 始 し 、 ス テ ッ プ ８ ０ ５ に 進 ん で
、 自 動 ブ レ ー キ 制 御 実 行 フ ラ グ Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ の 値 が 「 ０ 」 に な っ て い る か 否 か を 判 定 す る 。 こ
こ で 、 自 動 ブ レ ー キ 制 御 実 行 フ ラ グ Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ は 、 そ の 値 が 「 １ 」 の と き 自 動 ブ レ ー キ 制 御
が 実 行 さ れ て い る こ と を 示 し 、 そ の 値 が 「 ０ 」 の と き 自 動 ブ レ ー キ 制 御 が 実 行 さ れ て い な
い こ と を 示 す 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 い ま 、 自 動 ブ レ ー キ 制 御 が 実 行 さ れ て い な い も の （ Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ ＝ ０ ） と す る と 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５
１ は ス テ ッ プ ８ ０ ５ に て 「 Ｙ ｅ ｓ 」 と 判 定 し て ス テ ッ プ ８ １ ０ に 進 み 、 先 の ス テ ッ プ ７ １
０ に て 求 め た 推 定 車 体 速 度 Vsoの 最 新 値 、 ス テ ッ プ ７ １ ５ に て 求 め た 車 間 距 離 Lの 最 新 値 、
及 び ス テ ッ プ ７ ２ ０ に て 求 め た 相 対 接 近 速 度 dLに 基 づ い て 、 自 動 ブ レ ー キ 制 御 の 開 始 条 件
が 成 立 し て い る か 否 か の 判 定 を 行 う 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 こ の 自 動 ブ レ ー キ 制 御 の 開 始 条 件 は 、 例 え ば 、 推 定 車 体 速 度 Vsoが 所 定 範 囲 内 に あ っ て
、 車 間 距 離 が 所 定 値 以 下 で あ っ て 、 且 つ 、 相 対 接 近 速 度 dLが 所 定 値 以 上 で あ る 場 合 等 に 成
立 す る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 い ま 、 自 動 ブ レ ー キ 制 御 の 開 始 条 件 が 成 立 し て い な い も の と す る と 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は ス テ
ッ プ ８ １ ５ に 進 ん で 、 「 Ｎ ｏ 」 と 判 定 し て ス テ ッ プ ８ ９ ５ に 直 ち に 進 ん で 本 ル ー チ ン を 一
旦 終 了 す る 。 以 降 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は 自 動 ブ レ ー キ 制 御 の 開 始 条 件 が 成 立 す る ま で の 間 、 ス テ
ッ プ ８ １ ５ に 進 む 毎 に 「 Ｎ ｏ 」 と 判 定 す る 。 従 っ て 、 自 動 ブ レ ー キ 制 御 実 行 フ ラ グ Ｃ Ｏ Ｎ
Ｔ の 値 は 「 ０ 」 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 次 に 、 こ の 状 態 か ら 自 動 ブ レ ー キ 制 御 の 開 始 条 件 が 成 立 し た 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 こ
の 場 合 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は ス テ ッ プ ８ １ ５ に 進 ん だ と き 「 Ｙ ｅ ｓ 」 と 判 定 し て ス テ ッ プ ８ ２ ０
に 進 み 、 自 動 ブ レ ー キ 制 御 実 行 フ ラ グ Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ の 値 を 「 ０ 」 か ら 「 １ 」 に 変 更 す る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 以 降 、 自 動 ブ レ ー キ 制 御 実 行 フ ラ グ Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ の 値 が 「 １ 」 に な っ て い る か ら 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５
１ は ス テ ッ プ ８ ０ ５ に 進 ん だ と き 「 Ｎ ｏ 」 と 判 定 し て ス テ ッ プ ８ ２ ５ に 進 ん で 、 先 の ス テ
ッ プ ８ １ ０ と 同 様 、 推 定 車 体 速 度 Vsoの 最 新 値 、 車 間 距 離 Lの 最 新 値 、 及 び 相 対 接 近 速 度 dL
に 基 づ い て 、 自 動 ブ レ ー キ 制 御 の 終 了 条 件 が 成 立 し て い る か 否 か の 判 定 を 行 う 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 こ の 自 動 ブ レ ー キ 制 御 の 終 了 条 件 は 、 例 え ば 、 推 定 車 体 速 度 Vsoが 所 定 範 囲 内 に な い 場
合 、 或 い は 、 車 間 距 離 が 所 定 値 以 上 で あ る 場 合 、 或 い は 、 相 対 接 近 速 度 dLが 所 定 値 以 下 で
あ る 場 合 等 に 成 立 す る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 現 時 点 は 、 自 動 ブ レ ー キ 制 御 の 開 始 条 件 が 成 立 し た 直 後 で あ る か ら 自 動 ブ レ ー キ 制 御 の
終 了 条 件 が 成 立 し て い な い 。 従 っ て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は ス テ ッ プ ８ ３ ０ に 進 ん で 、 「 Ｎ ｏ 」 と
判 定 し て ス テ ッ プ ８ ９ ５ に 直 ち に 進 ん で 本 ル ー チ ン を 一 旦 終 了 す る 。 以 降 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は
自 動 ブ レ ー キ 制 御 の 終 了 条 件 が 成 立 す る ま で の 間 、 ス テ ッ プ ８ ３ ０ に 進 む 毎 に 「 Ｎ ｏ 」 と
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判 定 す る 。 即 ち 、 自 動 ブ レ ー キ 制 御 の 開 始 条 件 が 成 立 し た 後 、 自 動 ブ レ ー キ 制 御 の 終 了 条
件 が 成 立 す る ま で の 間 、 自 動 ブ レ ー キ 制 御 実 行 フ ラ グ Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ の 値 は 「 １ 」 に 維 持 さ れ る
。
【 ０ １ １ ９ 】
（ 自 動 ブ レ ー キ 制 御 の 実 行 ）
　 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は 、 図 ９ に 示 し た 自 動 ブ レ ー キ 制 御 を 実 行 す る ル ー チ ン を 所 定 時 間 （
例 え ば 、 ６ msec） の 経 過 毎 に 繰 り 返 し 実 行 し て い る 。 な お 、 こ の 図 ９ の ル ー チ ン の 実 行 に
よ り 自 動 ブ レ ー キ 制 御 手 段 の 機 能 が 達 成 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 従 っ て 、 所 定 の タ イ ミ ン グ に な る と 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は ス テ ッ プ ９ ０ ０ か ら 処 理 を 開 始 し 、
ス テ ッ プ ９ ０ ５ に 進 ん で 、 自 動 ブ レ ー キ 制 御 実 行 フ ラ グ Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ の 値 が 「 １ 」 に な っ て い
る か 否 か を 判 定 す る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 い ま 、 自 動 ブ レ ー キ 制 御 の 開 始 条 件 が 成 立 し た 直 後 で あ る も の と す る と 、 先 の ス テ ッ プ
８ ２ ０ の 処 理 に よ り 自 動 ブ レ ー キ 制 御 実 行 フ ラ グ Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ の 値 が 「 ０ 」 か ら 「 １ 」 に 変 更
さ れ た 直 後 で あ る 。 従 っ て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は ス テ ッ プ ９ ０ ５ に て 「 Ｙ ｅ ｓ 」 と 判 定 し て ス テ
ッ プ ９ １ ０ に 進 み 、 先 の ス テ ッ プ ７ １ ０ に て 求 め た 推 定 車 体 速 度 Vsoの 最 新 値 、 ス テ ッ プ
７ １ ５ に て 求 め た 車 間 距 離 Lの 最 新 値 、 ス テ ッ プ ７ ２ ０ に て 求 め た 相 対 接 近 速 度 dL、 及 び V
so,L,dLを 引 数 と す る 所 定 の テ ー ブ ル に 基 づ い て 、 目 標 差 圧 Δ Ptを 決 定 す る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 続 い て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は ス テ ッ プ ９ １ ５ に 進 ん で 、 実 差 圧 Δ Pが 上 記 決 定 さ れ た 目 標 差 圧
Δ Ptに 一 致 す る よ う に 、 モ ー タ Ｍ Ｔ （ 従 っ て 、 液 圧 ポ ン プ Ｈ Ｐ 1， Ｈ Ｐ 2） 、 及 び 常 開 リ ニ
ア 電 磁 弁 Ｐ Ｃ 1， Ｐ Ｃ 2に 対 し て 制 御 指 示 を 行 っ た 後 、 ス テ ッ プ ９ ９ ５ に 進 ん で 本 ル ー チ ン
を 一 旦 終 了 す る 。 こ れ に よ り 、 自 動 ブ レ ー キ 制 御 が 開 始 さ れ 、 こ の 結 果 、 実 差 圧 Δ Pが 目
標 差 圧 Δ Ptに 向 け て 増 大 し て い き 、 車 両 に 目 標 差 圧 Δ Ptに 応 じ た 制 動 力 が 付 与 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 以 降 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は 、 自 動 ブ レ ー キ 制 御 実 行 フ ラ グ Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ の 値 が 「 １ 」 に 維 持 さ れ て
い る 限 り に お い て ス テ ッ プ ９ ０ ５ ～ ９ １ ５ を 繰 り 返 し 実 行 し 、 こ の 結 果 、 自 動 ブ レ ー キ 制
御 が 継 続 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
（ カ ッ ト 弁 の 開 ・ 閉 制 御 の 実 行 ）
　 更 に 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は 、 図 １ ０ に 示 し た カ ッ ト 弁 Ｐ Ａ 1， Ｐ Ａ 2の 開 ・ 閉 制 御 を 実 行 す る ル
ー チ ン を 所 定 時 間 （ 例 え ば 、 ６ msec） の 経 過 毎 に 繰 り 返 し 実 行 し て い る 。 な お 、 こ の 図 １
０ の ル ー チ ン の 実 行 に よ り 特 定 処 理 実 行 手 段 の 機 能 が 達 成 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 従 っ て 、 所 定 の タ イ ミ ン グ に な る と 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は ス テ ッ プ １ ０ ０ ０ か ら 処 理 を 開 始 し
、 ス テ ッ プ １ ０ ０ ５ に 進 ん で 、 自 動 ブ レ ー キ 制 御 実 行 フ ラ グ Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ の 値 が 「 １ 」 に な っ
て い る か 否 か を 判 定 す る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 い ま 、 自 動 ブ レ ー キ 制 御 が 継 続 中 で あ っ て 、 ブ レ ー キ 操 作 が な さ れ て い な い も の と す る
と 、 先 の ス テ ッ プ ８ ２ ０ の 処 理 に よ り 自 動 ブ レ ー キ 制 御 実 行 フ ラ グ Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ の 値 が 「 １ 」
に な っ て い る 。 従 っ て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は ス テ ッ プ １ ０ ０ ５ に て 「 Ｙ ｅ ｓ 」 と 判 定 し て ス テ ッ
プ １ ０ １ ０ に 進 み 、 ブ レ ー キ ス イ ッ チ ４ ２ が オ フ 状 態 と な っ て い る か 否 か を 判 定 す る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 現 時 点 で は 、 ブ レ ー キ 操 作 が な さ れ て い な い か ら 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は ス テ ッ プ １ ０ １ ０ に て
「 Ｙ ｅ ｓ 」 と 判 定 し て ス テ ッ プ １ ０ １ ５ に 進 み 、 カ ッ ト 弁 Ｐ Ａ 1の み を 開 状 態 と す る 指 示
を 行 う 。 続 い て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は ス テ ッ プ １ ０ ２ ０ に 進 ん で ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 セ ン サ ４
５ － ２ か ら 得 ら れ る ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pw2が 上 記 所 定 液 圧 Pwa以 上 で あ る か 否 か を 判 定
す る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
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　 こ こ で 、 先 の ス テ ッ プ ９ １ ０ に て 決 定 さ れ て い る 目 標 差 圧 Δ Ptの 値 が 上 記 所 定 液 圧 Pwa
以 上 と な っ て い る 場 合 、 ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pw2が 上 記 所 定 液 圧 Pwa以 上 と な っ て い る か
ら 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は ス テ ッ プ １ ０ ２ ０ に て 「 Ｙ ｅ ｓ 」 と 判 定 し て ス テ ッ プ １ ０ ２ ５ に 進 み 、
カ ッ ト 弁 Ｐ Ａ 2を も 開 状 態 と す る 指 示 を 行 う 。 こ れ に よ り 、 カ ッ ト 弁 Ｐ Ａ 1、 Ｐ Ａ 2共 に 開
状 態 と な る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 一 方 、 先 の ス テ ッ プ ９ １ ０ に て 決 定 さ れ て い る 目 標 差 圧 Δ Ptの 値 が 上 記 所 定 液 圧 Pwa未
満 と な っ て い る 場 合 、 ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pw2も 上 記 所 定 液 圧 Pwa未 満 と な っ て い る か ら
、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は ス テ ッ プ １ ０ ２ ０ に て 「 Ｎ ｏ 」 と 判 定 し て ス テ ッ プ １ ０ ３ ０ に 進 み 、 カ ッ
ト 弁 Ｐ Ａ 2の み を 閉 状 態 と す る 指 示 を 行 う 。 こ れ に よ り 、 カ ッ ト 弁 Ｐ Ａ 1の み が 開 状 態 と な
る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 以 降 、 自 動 ブ レ ー キ 制 御 が 継 続 中 （ Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ ＝ １ ） で あ っ て ブ レ ー キ 操 作 が な さ れ て い
な い 状 態 が 継 続 さ れ る 限 り に お い て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は ス テ ッ プ １ ０ ０ ５ ～ １ ０ ３ ０ の 処 理 を
繰 り 返 し 実 行 す る 。 こ の 結 果 、 ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pw2が 上 記 所 定 液 圧 Pwa以 上 に な っ て
い る と カ ッ ト 弁 Ｐ Ａ 1、 Ｐ Ａ 2共 に 開 状 態 と な り 、 一 方 、 ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pw2が 上 記
所 定 液 圧 Pwa未 満 と な っ て い る と カ ッ ト 弁 Ｐ Ａ 1の み が 開 状 態 と な る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 次 に 、 こ の 状 態 に て ブ レ ー キ 操 作 が 実 行 さ れ た 場 合 （ 即 ち 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド が
な さ れ た 場 合 ） に つ い て 説 明 す る 。 こ の 場 合 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は ス テ ッ プ １ ０ １ ０ に 進 ん だ と
き 「 Ｎ ｏ 」 と 判 定 し て ス テ ッ プ １ ０ ９ ５ に 直 ち に 進 む よ う に な る 。 以 降 、 ブ レ ー キ オ ー バ
ー ラ イ ド が 継 続 さ れ る 限 り に お い て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は ス テ ッ プ １ ０ ０ ５ 、 １ ０ １ ０ の 処 理 を
繰 り 返 し 実 行 す る 。 こ の 結 果 、 カ ッ ト 弁 Ｐ Ａ 1、 Ｐ Ａ 2の 状 態 は 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド
開 始 時 点 で の 状 態 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 即 ち 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド 開 始 時 点 で の ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pw2が 上 記 所 定 液 圧 P
wa以 上 に な っ て い る と カ ッ ト 弁 Ｐ Ａ 1、 Ｐ Ａ 2共 に 開 状 態 に 維 持 さ れ 、 一 方 、 ブ レ ー キ オ ー
バ ー ラ イ ド 開 始 時 点 で の ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pw2が 上 記 所 定 液 圧 Pwa未 満 と な っ て い る と
カ ッ ト 弁 Ｐ Ａ 1の み が 開 状 態 に 維 持 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド が な さ
れ た 場 合 に お け る ブ レ ー キ フ ィ ー リ ン グ が 向 上 す る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 次 に 、 自 動 ブ レ ー キ 制 御 が 実 行 さ れ て い る 場 合 （ Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ ＝ １ ） に お い て 自 動 ブ レ ー キ
制 御 の 終 了 条 件 が 成 立 し た 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 場 合 、 図 ８ の ル ー チ ン を 繰 り 返 し
実 行 し て い る Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は 、 ス テ ッ プ ８ ３ ０ に 進 ん だ と き 「 Ｙ ｅ ｓ 」 と 判 定 し て ス テ ッ プ
８ ３ ５ に 進 む よ う に な り 、 自 動 ブ レ ー キ 制 御 実 行 フ ラ グ Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ の 値 を 「 １ 」 か ら 「 ０ 」
に 変 更 す る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 こ れ に よ り 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は 、 ス テ ッ プ ８ ０ ５ に 進 ん だ と き 「 Ｙ ｅ ｓ 」 と 判 定 す る よ う に
な り 、 ス テ ッ プ ８ １ ０ 、 ８ １ ５ に て 自 動 ブ レ ー キ 制 御 の 開 始 条 件 が 成 立 し て い る か 否 か を
再 び モ ニ タ す る よ う に な る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 ま た 、 こ れ に よ り 、 図 ９ の ル ー チ ン を 繰 り 返 し 実 行 し て い る Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は 、 ス テ ッ プ ９
０ ５ に 進 ん だ と き 「 Ｎ ｏ 」 と 判 定 し て ス テ ッ プ ９ ２ ０ に 進 む よ う に な り 、 総 て の 電 磁 弁 を
非 励 磁 状 態 と し 、 且 つ 、 モ ー タ Ｍ Ｔ を 非 駆 動 状 態 と す る 指 示 を 行 う 。 こ れ に よ り 、 自 動 ブ
レ ー キ 制 御 が 終 了 す る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 更 に は 、 図 １ ０ の ル ー チ ン を 繰 り 返 し 実 行 し て い る Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は 、 ス テ ッ プ １ ０ ０ ５ に
進 ん だ と き 「 Ｎ ｏ 」 と 判 定 し て ス テ ッ プ １ ０ ３ ５ に 進 み 、 ブ レ ー キ ス イ ッ チ ４ ２ が オ フ 状
態 と な っ て い る か 否 か を 判 定 し 、 「 Ｎ ｏ 」 と 判 定 す る 場 合 は ス テ ッ プ １ ０ ９ ５ に 直 ち に 進
ん で 本 ル ー チ ン を 一 旦 終 了 す る 。
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【 ０ １ ３ ７ 】
　 一 方 、 ブ レ ー キ ス イ ッ チ ４ ２ が オ フ 状 態 と な っ て い る 場 合 （ 即 ち 、 ブ レ ー キ 操 作 が な さ
れ て お ら ず 、 マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 Pmが 「 ０ 」 と な っ て い る 場 合 ） 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は ス テ ッ プ
１ ０ ３ ５ に て 「 Ｙ ｅ ｓ 」 と 判 定 し て 上 述 し た ス テ ッ プ １ ０ ４ ０ に 進 ん で カ ッ ト 弁 Ｐ Ａ 1，
Ｐ Ａ 2を 閉 状 態 に す る 指 示 を 行 う 。 即 ち 、 自 動 ブ レ ー キ 制 御 の 終 了 条 件 が 成 立 し て も ブ レ
ー キ ペ ダ ル 操 作 が な さ れ て い る 間 は 、 カ ッ ト 弁 Ｐ Ａ 1， Ｐ Ａ 2を 閉 状 態 に す る 指 示 が な さ れ
な い 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 こ れ に よ り 、 リ ザ ー バ Ｒ Ａ 1,Ｒ Ａ 2の 容 量 が 最 小 容 量 （ 例 え ば 、 「 ０ 」 ） と な っ た 状 態
で カ ッ ト 弁 Ｐ Ａ 1， Ｐ Ａ 2が 閉 弁 さ れ る こ と が 保 証 さ れ る か ら 、 次 に 自 動 ブ レ ー キ 制 御 が 開
始 さ れ て ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド が な さ れ る 場 合 に お い て リ ザ ー バ Ｒ Ａ 1， Ｒ Ａ 2内 に 同 リ
ザ ー バ の 最 大 容 量 の ブ レ ー キ 液 が そ れ ぞ れ 吸 収 さ れ 得 る こ と が 保 証 さ れ る 。 従 っ て 、 ブ レ
ー キ オ ー バ ー ラ イ ド 時 に お い て 違 和 感 の 少 な い ブ レ ー キ フ ィ ー リ ン グ を 安 定 し て 得 る こ と
が で き る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 以 上 、 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 自 動 ブ レ ー キ 制 御 装 置 は 、 マ ス タ
シ リ ン ダ Ｍ Ｃ か ら 吐 出 さ れ た ブ レ ー キ 液 を 吸 収 可 能 な リ ザ ー バ Ｒ Ａ 1， Ｒ Ａ 2と 、 同 リ ザ ー
バ Ｒ Ａ 1， Ｒ Ａ 2内 へ の ブ レ ー キ 液 の 導 入 を 許 容 ・ 禁 止 可 能 な カ ッ ト 弁 Ｐ Ａ 1， Ｐ Ａ 2と を 備
え た 自 動 ブ レ ー キ 装 置 に 適 用 さ れ る 。 こ の 自 動 ブ レ ー キ 制 御 装 置 に よ れ ば 、 自 動 ブ レ ー キ
制 御 （ 本 例 で は 、 低 速 走 行 時 車 間 距 離 制 御 ） が 実 行 さ れ て い る 場 合 、 ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液
圧 Pw2が 上 記 所 定 液 圧 Pwa以 上 に な っ て い る と カ ッ ト 弁 Ｐ Ａ 1、 Ｐ Ａ 2が 共 に 開 状 態 と さ れ 、
ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pw2が 上 記 所 定 液 圧 Pwa未 満 と な っ て い る と カ ッ ト 弁 Ｐ Ａ 1の み が 開
状 態 と さ れ る 。 そ し て 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド が 開 始 さ れ る と 、 カ ッ ト 弁 Ｐ Ａ 1、 Ｐ Ａ 2
の 状 態 が 保 持 さ れ る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド が な さ れ た 場 合 、 ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pw2が 上
記 所 定 液 圧 Pwa以 上 に な っ て い る と 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stに 応 じ て マ ス タ シ リ ン
ダ Ｍ Ｃ か ら 吐 出 さ れ る ブ レ ー キ 液 が リ ザ ー バ Ｒ Ａ 1， Ｒ Ａ 2の 最 大 容 量 分 （ ブ レ ー キ ペ ダ ル
ス ト ロ ー ク S2に 相 当 ） だ け 同 リ ザ ー バ Ｒ Ａ 1， Ｒ Ａ 2内 に 吸 収 さ れ る 。 一 方 、 ホ イ ー ル シ リ
ン ダ 液 圧 Pw2が 上 記 所 定 液 圧 Pwa未 満 に な っ て い る と 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stに 応 じ
て マ ス タ シ リ ン ダ Ｍ Ｃ か ら 吐 出 さ れ る ブ レ ー キ 液 が リ ザ ー バ Ｒ Ａ 1の み の 最 大 容 量 分 （ ブ
レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク S3に 相 当 ） だ け 同 リ ザ ー バ Ｒ Ａ 1内 に 吸 収 さ れ る 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 よ っ て 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド が な さ れ た 場 合 に お け る ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク St
と ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pwと の 関 係 を 図 ６ に 微 細 な ド ッ ト で 示 し た 領 域 内 に 置 く こ と が で
き る 。 こ の 結 果 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stに 対 す る ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pwが 通 常 の
ブ レ ー キ 操 作 が な さ れ た 場 合 よ り も 小 さ く な る 事 態 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る と と も
に 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド が な さ れ た 場 合 に お い て 違 和 感 の 少 な い ブ レ ー キ フ ィ ー リ ン
グ を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 本 発 明 は 上 記 第 １ 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る こ と は な く 、 本 発 明 の 範 囲 内 に お い て 種 々 の 変
形 例 を 採 用 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 上 記 第 １ 実 施 形 態 に お い て は 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー
ラ イ ド 開 始 時 点 で の ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pw2が 上 記 所 定 液 圧 Pwa以 上 に な っ て い る か 否 か
に よ っ て カ ッ ト 弁 Ｐ Ａ 2の 開 閉 状 態 が 決 定 さ れ る よ う に な っ て い る が 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー
ラ イ ド 開 始 時 点 で の ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pw1が 上 記 所 定 液 圧 Pwa以 上 に な っ て い る か 否 か
に よ っ て カ ッ ト 弁 Ｐ Ａ 2の 開 閉 状 態 が 決 定 さ れ る よ う に 構 成 し て も よ い 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 リ ザ ー バ Ｒ Ａ 1， Ｒ Ａ 2の 最 大 容 量 が 等 し く な っ て い る
が 、 リ ザ ー バ Ｒ Ａ 1， Ｒ Ａ 2の 最 大 容 量 を 異 な ら せ て も よ い 。 こ れ に よ り 、 図 ６ に 微 細 な ド
ッ ト で 示 し た 領 域 を よ り 一 層 自 由 に 調 整 す る こ と が で き 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド が な さ
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れ た 場 合 に お い て よ り 違 和 感 の 少 な い ブ レ ー キ フ ィ ー リ ン グ を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 ま た 、 上 記 第 １ 実 施 形 態 に お い て は 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド 時 ブ レ ー キ 液 吸 収 部 ３ ８
は 、 リ ザ ー バ （ Ｒ Ａ 1， Ｒ Ａ 2） と 電 磁 弁 （ Ｐ Ａ 1， Ｐ Ａ 2） と を 系 統 毎 に 備 え て い る が （ 図
２ を 参 照 ） 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 何 れ か 一 方 の 系 統 の み に リ ザ ー バ （ Ｒ Ａ 1） と 電 磁 弁
（ Ｐ Ａ 1） と を 備 え る よ う に 構 成 し て も よ い 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 こ の 場 合 、 リ ザ ー バ （ Ｒ Ａ 1） の 最 大 容 量 は 、 上 記 第 １ 実 施 形 態 に お け る リ ザ ー バ Ｒ Ａ 1
， Ｒ Ａ 2の 各 最 大 容 量 の 合 計 量 と す る こ と が 好 適 で あ る 。 ま た 、 こ の 場 合 、 リ ザ ー バ （ Ｒ
Ａ 1） が 備 え ら れ る 系 統 の マ ス タ シ リ ン ダ 容 積 を 、 上 記 第 １ 実 施 形 態 に お け る も の よ り も
大 き め に 設 定 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ １ ４ ６ 】
（ 第 ２ 実 施 形 態 ）
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 自 動 ブ レ ー キ 制 御 装 置 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 自 動
ブ レ ー キ 制 御 装 置 は 、 リ ザ ー バ Ｒ Ａ 1， Ｒ Ａ 2、 及 び カ ッ ト 弁 Ｐ Ａ 1， Ｐ Ａ 2に 代 え て 減 圧 弁
Ｐ Ｄ **を 制 御 す る こ と で 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド が な さ れ た 場 合 に お け る ブ レ ー キ ス ト
ロ ー ク Stと ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pwと の 静 的 な 関 係 を 通 常 の ブ レ ー キ 操 作 が な さ れ た 場 合
の 関 係 に 近 づ け る 点 で 第 １ 実 施 形 態 と 異 な っ て い る 。 従 っ て 、 以 下 、 係 る 相 違 点 を 中 心 に
説 明 す る 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 図 １ ２ は 、 こ の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 自 動 ブ レ ー キ 制 御 装 置 が 適 用 さ れ る 自 動 ブ レ ー キ 装
置 １ ０ が 備 え る ブ レ ー キ 液 圧 制 御 装 置 ３ ０ の 概 略 構 成 を 示 し て い る 。 こ の 自 動 ブ レ ー キ 装
置 １ ０ は 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド 時 ブ レ ー キ 液 吸 収 部 ３ ８ を 省 略 し た 点 、 ホ イ ー ル シ リ
ン ダ 液 圧 セ ン サ ４ ５ － １ ， ４ ５ － ２ を 省 略 し た 点 、 各 車 輪 の ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pw**を
個 別 に 検 出 す る ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 セ ン サ ４ ５ **を 新 た に 追 加 し た 点 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル
ス ト ロ ー ク Stを 検 出 す る ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク セ ン サ ４ ６ （ ス ト ロ ー ク 取 得 手 段 。 図
１ を 参 照 ） を 新 た に 追 加 し た 点 に お い て の み 、 図 １ 、 及 び 図 ２ に 示 し た 自 動 ブ レ ー キ 装 置
１ ０ と 異 な る 。
【 ０ １ ４ ８ 】
（ 第 ２ 実 施 形 態 の 実 際 の 作 動 ）
　 以 下 、 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 自 動 ブ レ ー キ 制 御 装 置 の 実 際 の 作 動 に つ い て 説 明 す る 。 こ の
装 置 の Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は 、 第 １ 実 施 形 態 の Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ が 実 行 す る 図 ７ ～ 図 ９ に 示 し た 各 ル ー チ
ン を そ の ま ま 実 行 す る と と も に 、 図 １ ０ に 示 し た ル ー チ ン に 代 え て 図 １ ３ に フ ロ ー チ ャ ー
ト に よ り 示 し た ル ー チ ン を 実 行 す る 。 以 下 、 第 ２ 実 施 形 態 に 特 有 の 図 １ ３ に 示 し た ル ー チ
ン に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は 、 図 １ ３ に 示 し た 減 圧 弁 Ｐ Ｄ **の 制 御 す る た め の ル ー チ ン を 所 定 時 間 （ 例
え ば 、 ６ msec） の 経 過 毎 に 繰 り 返 し 実 行 し て い る 。 な お 、 こ の 図 １ ３ の ル ー チ ン の 実 行 に
よ り 特 定 処 理 実 行 手 段 の 機 能 が 達 成 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 従 っ て 、 所 定 の タ イ ミ ン グ に な る と 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は ス テ ッ プ １ ３ ０ ０ か ら 処 理 を 開 始 し
、 ス テ ッ プ １ ３ ０ ５ に 進 ん で 、 自 動 ブ レ ー キ 制 御 実 行 フ ラ グ Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ の 値 が 「 １ 」 に な っ
て い て 、 且 つ 、 ブ レ ー キ ス イ ッ チ ４ ２ が オ ン 状 態 と な っ て い る か 否 か （ 即 ち 、 ブ レ ー キ オ
ー バ ー ラ イ ド が な さ れ て い る か 否 か ） を 判 定 し 、 「 Ｎ ｏ 」 と 判 定 す る 場 合 、 ス テ ッ プ １ ３
９ ５ に 直 ち に 進 ん で 本 ル ー チ ン を 一 旦 終 了 す る 。
【 ０ １ ５ １ 】
　 い ま 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド が な さ れ て い る も の と す る と 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は ス テ ッ プ １
３ ０ ５ に て 「 Ｙ ｅ ｓ 」 と 判 定 し て ス テ ッ プ １ ３ １ ０ に 進 み 、 図 ９ の ス テ ッ プ ９ １ ０ に て 設
定 さ れ て い る 目 標 差 圧 Δ Ptに 基 づ い て 目 標 と す る 「 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク － ホ イ ー ル
シ リ ン ダ 液 圧 特 性 」 （ 目 標 St－ Pw特 性 ） を 決 定 す る 。
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【 ０ １ ５ ２ 】
　 目 標 St－ Pw特 性 と し て は 、 例 え ば 、 第 １ 実 施 形 態 に よ り 得 ら れ る 図 ６ に 示 し た ブ レ ー キ
オ ー バ ー ラ イ ド 時 に お け る St－ Pw特 性 が 使 用 さ れ る 。 即 ち 、 目 標 St－ Pw特 性 は 、 例 え ば 、
目 標 差 圧 Δ Ptが 値 PwCに 設 定 さ れ て い る 場 合 に は 図 ６ に お け る 破 線 Ｂ で 示 さ れ る 特 性 に 設
定 さ れ 、 目 標 差 圧 Δ Ptが 値 PwHに 設 定 さ れ て い る 場 合 に は 図 ６ に お け る 一 点 鎖 線 Ｃ で 示 さ
れ る 特 性 に 設 定 さ れ 、 目 標 差 圧 Δ Ptが 値 PwLに 設 定 さ れ て い る 場 合 に は 図 ６ に お け る 二 点
鎖 線 Ｄ で 示 さ れ る 特 性 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 こ の よ う に 、 目 標 St－ Pw特 性 は 、 図 ６ の 実 線 Ａ で 示 さ れ る 通 常 の ブ レ ー キ 操 作 が な さ れ
た 場 合 に お け る St－ Pw特 性 に 近 づ く よ う に 、 少 な く と も 通 常 の ブ レ ー キ 操 作 が な さ れ た 場
合 に お け る St－ Pw特 性 に 基 づ い て 決 定 さ れ る 。 こ の ス テ ッ プ １ ３ １ ０ は 、 目 標 決 定 手 段 に
相 当 す る 。
【 ０ １ ５ ４ 】
　 続 い て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は ス テ ッ プ １ ３ １ ５ に 進 ん で 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク セ ン サ ４
６ か ら 得 ら れ る 現 時 点 で の ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク Stと 、 上 記 決 定 さ れ た 目 標 St－ Pw特
性 と に 基 づ い て 目 標 液 圧 Ptを 決 定 す る 。
【 ０ １ ５ ５ 】
　 そ し て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は ス テ ッ プ １ ３ ２ ０ に 進 み 、 各 ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 Pw**が 上 記 決
定 さ れ た 目 標 液 圧 Ptと 一 致 す る よ う に 減 圧 弁 Ｐ Ｄ **に 開 ・ 閉 制 御 指 示 を 与 え 、 ス テ ッ プ １
３ ９ ５ に 進 ん で 本 ル ー チ ン を 一 旦 終 了 す る 。 以 降 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド が な さ れ て い
る 限 り に お い て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ １ は １ ３ ０ ５ に て 「 Ｙ ｅ ｓ 」 と 判 定 し 、 こ の 結 果 、 係 る 減 圧 弁
Ｐ Ｄ **の 制 御 が 継 続 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 目 標 差 圧 Δ Ptが 値 PwCに 設 定 さ れ て い る 場 合 を 例 に 採 る と 、 ブ レ ー キ オ ー
バ ー ラ イ ド 時 に お け る St－ Pw特 性 は 、 係 る 減 圧 弁 Ｐ Ｄ **の 制 御 が 実 行 さ れ な い 場 合 （ 減 圧
弁 Ｐ Ｄ **が 閉 状 態 に 維 持 さ れ る 場 合 ） は 図 ４ の 破 線 Ｂ で 示 す 特 性 に な る の に 対 し 、 係 る 減
圧 弁 Ｐ Ｄ **の 制 御 が 実 行 さ れ る 場 合 （ 第 ２ 実 施 形 態 の 場 合 ） に は 図 ６ の 破 線 Ｂ で 示 す 特 性
に な る 。 即 ち 、 第 ２ 実 施 形 態 に お い て も 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ
ド が な さ れ た 場 合 に お い て 違 和 感 の 少 な い ブ レ ー キ フ ィ ー リ ン グ を 得 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ５ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 自 動 ブ レ ー キ 制 御 装 置 を 搭 載 し た 車 両 の 概 略 構 成 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た ブ レ ー キ 液 圧 制 御 装 置 の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 示 し た 常 開 リ ニ ア 電 磁 弁 に つ い て の 指 令 電 流 と 指 令 差 圧 と の 関 係 を 示 し た
グ ラ フ で あ る 。
【 図 ４ 】 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク と ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 と の 関 係 を 、 通 常 の ブ レ ー キ
操 作 が な さ れ た 場 合 と ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド が な さ れ た 場 合 と で 比 較 し な が ら 示 し た グ
ラ フ で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 適 用 に よ り 得 ら れ る 、 ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド が な さ れ た 場 合 に お け る
ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク と ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 と の 静 的 な 関 係 を 示 し た グ ラ フ で あ る
。
【 図 ６ 】 図 ５ に 示 し た ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド が な さ れ た 場 合 に お け る ブ レ ー キ ペ ダ ル ス
ト ロ ー ク と ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 と の 静 的 な 関 係 を 更 に 改 良 し た 関 係 を 示 し た グ ラ フ で あ
る 。
【 図 ７ 】 図 １ に 示 し た Ｃ Ｐ Ｕ が 実 行 す る 車 輪 速 度 等 を 算 出 す る た め の ル ー チ ン を 示 し た フ
ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ８ 】 図 １ に 示 し た Ｃ Ｐ Ｕ が 実 行 す る 自 動 ブ レ ー キ 制 御 の 開 始 ・ 終 了 判 定 を 行 う た め の
ル ー チ ン を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ９ 】 図 １ に 示 し た Ｃ Ｐ Ｕ が 実 行 す る 自 動 ブ レ ー キ 制 御 を 行 う た め の ル ー チ ン を 示 し た
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フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ に 示 し た Ｃ Ｐ Ｕ が 実 行 す る カ ッ ト 弁 の 開 ・ 閉 制 御 を 行 う た め の ル ー チ ン を
示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 変 形 例 に 係 る 自 動 ブ レ ー キ 制 御 装 置 が 適 用 さ れ る 自 動
ブ レ ー キ 装 置 が 備 え る ブ レ ー キ 液 圧 制 御 装 置 の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 自 動 ブ レ ー キ 制 御 装 置 が 適 用 さ れ る 自 動 ブ レ ー キ
装 置 が 備 え る ブ レ ー キ 液 圧 制 御 装 置 の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 自 動 ブ レ ー キ 制 御 装 置 の Ｃ Ｐ Ｕ が 実 行 す る 減 圧 弁
の 制 御 を 行 う た め の ル ー チ ン を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ４ 】 ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー ク と ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 と の 関 係 を 、 通 常 の ブ レ ー
キ 操 作 が な さ れ た 場 合 と ブ レ ー キ オ ー バ ー ラ イ ド が な さ れ た 場 合 と で 比 較 し な が ら 示 し た
グ ラ フ で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ５ ８ 】
　 １ ０ … 車 両 の 運 動 制 御 装 置 、 ３ ０ … ブ レ ー キ 液 圧 制 御 装 置 、 ４ １ **… 車 輪 速 度 セ ン サ 、
４ ２ … ブ レ ー キ ス イ ッ チ 、 ４ ３ … レ ー ダ セ ン サ 、 ４ ４ … マ ス タ シ リ ン ダ 液 圧 セ ン サ 、 ４ ５
－ １ ， ４ ５ － ２ ， ４ ５ **… ホ イ ー ル シ リ ン ダ 液 圧 セ ン サ 、 ４ ６ … ブ レ ー キ ペ ダ ル ス ト ロ ー
ク セ ン サ 、 ５ ０ … 電 気 式 制 御 装 置 、 ５ １ … Ｃ Ｐ Ｕ 、 Ｐ Ａ 1， Ｐ Ａ 2… カ ッ ト 弁 、 Ｒ Ａ 1， Ｒ
Ａ 2… リ ザ ー バ 、 Ｓ Ｐ 1， Ｓ Ｐ 2… コ イ ル ス プ リ ン グ 、 Ｐ Ｄ **… 減 圧 弁

10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(24) JP 2006-159949 A 2006.6.22



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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